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周文系山水画研究史の課題
Subjects of the Study on Shūbun-style Landscape Paintings

山田 烈│Isao YAMADA



　It may be said that the spiritual source of the develop-
ment of Japanese ink paintings was in the inspiration of 
Zen doctrine of Buddhism. Zen priests learned the paint-
ings produced by Chinese masters of the Sung and Yüan 
dynasties which were imported in the Kamakura, 
Nanbokuchō and Muromachi period. These Zen priests 
were Minchō, Josetsu, Shūbun, Sōtan, Sesshū and so on. 
　The dates of birth and death of Shūbun are unknown. 
It is so curios that there is nothing authorized as real work 
of Shūbun and Sōtan. There are many paintings which 
are attributed to them. 
　In the Muromachi period San Ami(three Ami, the ser-
vants of Ashikaga Shogun) and Kano Masanobu also 
flourished in the fifteenth century. Kano school was a new 
style of painting. They adapted the native style of the Tosa 
school (Yamatoe) and the Chinese style paintings (Karae).
　The theme of landscape paintings were eight views of 
Xiau Xiang Xi Hu and four seasons in China and noted 
places in Japan.
　We considerate here subjects  of the study on Shūbun-
style landscape paintings. 
　This is continued from my paper in bulletin no.23.
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水墨画、山水画、室町時代、禅宗寺院、禅僧、画僧、周文、周文様式／
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は
じ
め
に

　

前
稿（
本
紀
要
前
号
掲
載
）に
続
い
て
、こ
こ
で
は
周
文
研
究
史
の
戦
前
す
な
わ
ち
明

治
大
正
昭
和
前
期
の
状
況
を
確
認
し
、そ
れ
ら
を
集
約
し
た
形
の
渡
辺
一
氏
論
文
を
再

び
取
り
上
げ
、さ
ら
に
近
年
の
研
究
状
況
を
眺
め
て
み
た
い
。前
稿
も
本
稿
も
、新
出
作

品
の
紹
介
や
研
究
あ
る
い
は
す
で
に
著
名
な
作
品
を
再
検
討
す
る
と
いっ
た
個
々
の
作

品
論
で
は
な
く
、周
文
と
宗
湛
と
い
う
室
町
時
代
を
代
表
す
る
絵
師
の
確
実
な
作
品
が

現
在
一
点
も
無
い
特
異
な
状
況
を
生
み
だ
し
た
十
五
世
紀
山
水
画
に
つ
い
て
、そ
の
研
究

状
況
の
整
理
と
展
望
を
得
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

　
一　

画
法
伝
授
と
系
譜
意
識

　

ま
ず
前
稿
で「
三
代
の
系
譜
」に
ふ
れ
た
関
連
か
ら
、画
法
伝
授
と
系
譜
へ
の
意
識
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。と
は
言
う
も
の
の
絵
画
に
限
ら
ず
何
事
か
の
秘
術
と
そ
の
継
承
と

流
派
形
成
と
いっ
た
大
き
な
テ
ー
マ
で
は
な
く
、す
で
に
周
知
の
記
事
で
は
あ
る
が
、十
五

世
紀
以
降
に
見
ら
れ
る
漢
画
展
開
に
お
け
る
事
例
の
い
く
つ
か
に
注
目
し
て
み
た
い
。周

文
や
宗
湛
ら
が
活
躍
し
た
直
後
の
時
期
は
、戦
国
時
代
に
突
入
し
、は
た
し
て
そ
う
し
た

伝
統
継
承
へ
の
動
き
を
示
す
記
録
が
あ
っ
た
か
否
か
不
明
で
あ
る
が
、江
戸
時
代
に
入
っ

て
画
史
画
論
書
が
次
々
と
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。そ
こ
で
は
具
体
的
な
年
月
日

を
明
示
し
て
、如
拙
―
周
文
―
雪
舟
の
系
譜
が
語
ら
れ
る
。狩
野
一
渓『
丹
青
若
木
集
』の

「
周
文
都
官
」の
項
に「
応
永
二
十
一
年
正
月
十
有
八
日
、自
如
説
授
画
譜
君
台
観
左
右

帳
記
、尤
画
家
為
秘
本
矣
」と
あ
り
、「
雪
舟
楊
知
賓
」の
項
に「
長
禄
二
年
三
月
十
五

日
、南
泉
寺
於
描
真
院
自
周
文
舟
被
授
画
書
君
台
観
」と
あ
る（
前
者
は一四
一四
年
、後

者
は一四
五
八
年
で
あ
る
。こ
れ
は
そ
の
後
の
文
献
で
も
語
ら
れ
る
が
、日
付
や
文
字
に
わ

ず
か
な
異
同
が
あ
る
。そ
れ
ら
と
以
下
述
べ
る
文
献
に
つ
い
て
は
本
論
末
尾
の「
史
料
引

用
」を
参
照
さ
れ
た
い
）。年
月
日
を
明
示
す
る
か
ら
に
は
、単
な
る
荒
唐
無
稽
な
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
で
は
な
く
、何
ら
か
の
根
拠
が
あ
っ
た
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、今
そ
の
問
題
に

は
立
ち
入
ら
な
い
。ま
た
何
故
君
台
観
左
右
帳
記
な
の
か
も
問
題
と
な
ろ
う
。

　

次
は
宗
湛
、雪
舟
、狩
野
正
信
の
三
人
に
関
わ
る
記
事
で
あ
る
。狩
野
永
納『
本
朝
画

史
』巻
第
三「
中
世
名
品
」の
雪
舟
の
項
目
に
は
、そ
の
人
と
な
り
を
語
り
、「
公
方
家
金

殿
」の
た
め
の
絵
画
制
作
の
機
会
を「
狩
野
氏
」に
譲
っ
た
と
あ
る
。ま
た
小
栗
宗
丹（
以

下
原
文
の
表
記
の
ま
ま
）の
項
目
に
は
、狩
野
正
信
が
初
め
に
宗
丹
を
師
と
し
そ
の
後
周

文
の
弟
子
と
な
っ
た
と
あ
る
。周
文
―
宗
丹
―
狩
野
正
信
の
系
譜
が
語
ら
れ
て
い
る
。雪

舟
に
つ
い
て
は
次
の
記
事
の
後
に
ふ
れ
た
い
。す
な
わ
ち
同
書
巻
第
四
の「
専
門
家
族
」の

冒
頭
に
狩
野
正
信
を
掲
げ
て
、画
法
は
周
文
、宗
丹
を
師
と
し
た
と
あ
り
、そ
の
後
に
先

の「
公
方
家
金
殿
」の
た
め
の
絵
画
制
作
の
話
が
再
び
よ
り
詳
し
く
語
ら
れ
る
。「
公
方

家
金
殿
」の
た
め
の
絵
画
制
作
は
、ま
ず
宗
丹
が
手
掛
け
た
が
完
成
せ
ず
に
死
去
、当
時

雪
舟
は
入
明
中
で
そ
の
仕
事
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。帰
朝
し
た
際
、堺
の

某
家
で
す
ぐ
れ
た
花
鳥
図
屏
風
を
見
た
。雪
舟
曰
く「
似
吾
友
小
栗
宗
丹
」。誰
が
描
い

た
の
か
。屏
風
の
所
蔵
者
曰
く
、宗
丹
に
絵
を
学
ん
だ
狩
野
大
炊
助（
正
信
の
こ
と
）が
描

い
た
も
の
で
す
。雪
舟
が
京
都
に
帰
る
と
、公
方
家
は
彼
に
絵
を
完
成
し
て
も
ら
い
た
い

と
依
頼
す
る
。雪
舟
は
そ
れ
に
対
し
て
、狩
野
氏
と
言
う
す
ぐ
れ
た
絵
師
が
い
る
。ま
し

て
金
殿
の
絵
は
僧
侶
が
描
く
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。そ
の
結
果
、そ
の
絵
は
正
信
が
手
掛

け
て
見
事
に
完
成
し
た
が
、彼
の
作
品
は「
其
筆
法
適
意
而
無
定
法
、独
超
格
式
」の
も

の
だ
と
言
う
。

　

宗
湛
の
死
去
と
雪
舟
の
入
明
時
期
、宗
湛
と
雪
舟
は
友
人
関
係
、雪
舟
の
京
都
帰
還

等
々
、史
実
と
反
す
る
事
柄
を
自
由
に
結
び
付
け
て
物
語
と
し
て
い
る（
一
方
で
十
五
世

紀
中
頃
に
は
日
明
貿
易
の
発
着
港
が
兵
庫
か
ら
堺
に
移
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
）

が
、そ
れ
を
今
日
の
視
点
か
ら
無
視
す
る
よ
り
も
、物
語
を
語
っ
た
こ
と
自
体
は
事
実
で

あ
り
、そ
の
物
語
に
よ
っ
て
何
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
か
を
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。一
言
で

言
え
ば
、周
文
―
宗
湛
―
正
信
の
系
譜
に
雪
舟
を
ど
う
取
り
込
む
か
、と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、画
史
編
纂
の
江
戸
時
代
初
期
と
十
五
世
紀
当
時
の
雪

舟
の
位
置
づ
け
、雪
舟
へ
の
認
識
の
相
違
で
あ
ろ
う
。こ
の
大
き
な
問
題
に
も
今
は
ふ
れ
な

い
。い
ず
れ
に
せ
よ
、室
町
戦
国
江
戸
へ
と
強
固
な
流
派
を
築
い
て
き
た
狩
野
派
な
れ
ば

こ
そ
の
系
譜
意
識
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

　

何
物
か
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
系
譜
の
問
題
に
関
し
て
、室
町
幕
府
将
軍
歴
代
の
様
子

を
考
え
る
の
も
参
考
と
な
る
。小
川
剛
生
氏
に
よ
る
と
、「
義
持
以
後
の
将
軍
の
官
位
昇

進
は
、す
べ
て
義
満
の
辿
っ
た
経
歴
を
そ
の
ま
ま「
ト
レ
ー
ス
」し
た
ば
か
り
か
、任
官
の
年
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齢
、月
日
、諸
手
続
き
な
ど
ま
で
、で
き
る
だ
け
義
満
の
例
を
踏
襲
し
て
い
る（
高
橋
典
幸

「
将
軍
の
任
右
大
将
と『
吾
妻
鏡
』」）」と
あ
る（
小
川
氏
の『
足
利
義
満
』六
頁
に
掲
載

さ
れ
た「
室
町
殿
の
昇
進
表
」参
照
、ま
た
本
論
末
尾
の「
室
町
幕
府
将
軍
在
職
期
間

表
」も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
）。こ
こ
に
そ
の一
部
を
挙
げ
る
と
、権
大
納
言
、右
近
衛
大

将
、従
一
位
、内
大
臣
の
官
位
と
な
っ
た
年
齢
は
、義
満
が
二
十
一
、二
十
一
、二
十
三
、

二
十
四
、義
持
は
十
六
、二
十
一
、十
七
、二
十
四
、義
教
は
三
十
六
、（
通
過
）、

三
十
七
、三
十
九
、義
政
は
十
六
、二
十
一
、十
九
、二
十
四
、義
尚
は
十
六
、二
十
一
、

十
九
、二
十
四
と
な
る
。前
将
軍
の
死
去
時
に
何
歳
で
あ
っ
た
か
に
よ
り
、微
妙
に
状
況
は

異
な
る
が
、義
満
没
時
に
義
持
二
十
三
歳
、義
持
没
時
に
義
教
三
十
五
歳
、義
教
没
時

（
嘉
吉
の
乱
）に
義
政
六
歳
、義
政
と
義
尚
は
後
者
の
方
が
一
年
早
く
没
す
る
の
で
、義
政

が
東
山
山
荘
へ
移
っ
た
時
点
で
義
尚
十
九
歳
と
な
る
。後
に
東
山
御
物
と
呼
ば
れ
る
将

軍
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
を
併
せ
考
え
れ
ば
、義
満
が
将
軍
の
支
配
体
制
と
文
化
的
役

割
の
両
面
で
規
範
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。と
も
あ
れ「
籤
引
き
」将
軍
と
な
っ
た

義
教
は
す
べ
て
に
お
い
て
例
外
的
存
在
で
あ
る
。妙
興
寺
所
蔵
の
義
教
像
肖
像
画
を
見

る
と
、繊
細
過
敏
、ニ
ヒ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
一
面
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
思
う
。な
お
小
川
氏

は
各
将
軍
を
評
し
て「
義
持
は
天
の
邪
鬼
的
に
父
に
反
撥
、義
教
の
横
死
、義
政
の
頽

廃
、義
尚
の
陣
没
」と
も
述
べ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
画
法
伝
授
と
系
譜
意
識
、絵
師
と
歴
代
将
軍
の
推
移
を
パ
ラ
レ
ル
に
眺
め
て

み
る
と
、す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、雪
舟
の
四
季
山
水
図
巻（
山
水
長
巻
）や
弟
子

如
水
宗
淵
に
与
え
た
破
墨
山
水
図
、京
都
で
の
絵
画
学
習
を
終
え
て
鎌
倉
建
長
寺
へ
帰

る
祥
啓
に
与
え
た
芸
阿
弥
の
観
瀑
僧
図
な
ど
は
、こ
の
全
体
的
な
構
図
の
中
で
と
ら
え

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二　

明
治
大
正
昭
和
前
期
の
研
究
史
概
略

　

戦
前
の
研
究
史
に
つ
い
て
、こ
こ
で
は
ま
ず
雑
誌『
国
華
』に
掲
載
さ
れ
た
論
文
と
作

品
解
説
を
年
代
順
に
た
ど
っ
て
み
た
い
。執
筆
者
が
明
示
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
名
前

を
記
す
。な
お
小
川
鶴
城
、滝
精
一
両
氏
の
論
文
は
後
回
し
に
し
て一
括
し
て
述
べ
た
い
。

　
〈
明
治
期
〉

　

六
号（
明
治
二
三・一
八
九
〇
年
）は
作
品
解
説
、現
在
の
伝
岳
翁
蔵
丘
筆
山
水
図
屏

風
、東
京
国
立
博
物
館
蔵
。多
く
の
絵
師
の
名
を
挙
げ
て
比
較
し
て
い
る
が
、そ
れ
ぞ
れ

の
基
準
作
品
が
何
か
は
一
切
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
根
拠
薄
弱
で
あ
る
。「
此
一
双
ノ
屏

風
ノ
如
キ
ハ
気
韻
超
絶
周
文
中
ノ
周
文
八
景
中
ノ
八
景
ト
称
ス
ヘ
キ
ナ
リ
」の
文
に
そ
の

言
葉
と
意
見
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　

四
三
号（
明
治
二
六・一八
九
三
年
）の
作
品
は
、横
幅
の
密
画
で
あ
る
が
、周
文
系
山
水

画
と
は
や
や
異
質
な
の
で
、こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

　

六
六
号（
明
治
二
八・一八
九
五
年
）は
、松
谿
天
遊
の
作
品
、現
在
ジ
ョ
ン・パ
ワ
ー
ズ
氏

夫
妻
蔵
。「
東
山
ノ
画
風
ヲ
組
成
シ
タ
ル
ノ一
分
子
ナ
ル
ヘ
シ
故
ニ
松
谿
岳
翁
二
子
ノ
画
蹟

ハ
往
往
周
文
ト
誤
認
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ア
リ
」の
文
に
は
、す
で
に
周
文
と
そ
の
後
継
者
の
画

風
の
峻
別
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。た
だ
し
短
い
作
品
解
説
の
た
め
か
こ

の
意
見
は
す
ぐ
に
は
定
着
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

七
三
号（
同
年
）は
、竺
雲
等
連
賛
山
水
図
、現
在
東
京
国
立
博
物
館
蔵
。「
周
文
ノ

画
名
千
載
ニ
重
ク
雪
舟
宗
丹
等
諸
俊
英
ノ
冠
弁
ト
ナ
リ
テ
東
山
一
代
ノ
風
格
ヲ
裁
成
シ

タ
ル
モ
ノ
」の
文
は
、作
品
解
説
と
い
う
よ
り
周
文
の
権
威
づ
け
の一
端
を
示
す
。あ
る
い
は

そ
う
し
た
見
方
か
ら
ま
だ
脱
却
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。

　
一四
五
号（
明
治
三
五・一
九
〇
二
年
）は
、山
水
図
の
名
称
だ
が
現
在
の
水
色
巒
光
図
で

あ
る
。文
安
三
年
の
江
西
龍
派
の
没
年
か
ら
そ
れ
以
前
の
作
と
す
る
。作
品
内
容
に
つ
い

て
は
特
に
記
述
さ
れ
な
い
。

　
一
七
七
号（
明
治
三
八・一
九
〇
五
年
）は
、現
在
著
名
な
竹
斎
読
書
図
だ
が
、こ
れ
も
特

に
目
立
っ
た
記
述
は
無
い
。天
竜
寺
塔
頭
妙
智
院
蔵
と
す
る
。

　
一
九
七
号（
明
治
三
九・一
九
〇
六
年
）は
、伝
周
文
筆
湖
山
小
景
図
、現
在
は
松
谿
天
遊

の
作
品
で
あ
る
。『
古
画
備
考
』所
載
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
上
、金
泥
、代
赭
、遠
山
の
淡

青
な
ど
色
彩
表
現
に
も
注
目
し
、「
周
文
中
の
壮
観
な
り
」と
す
る
。画
中
の「
天
遊
」印

に
ふ
れ
、「
六
六
号
所
載
の
松
谿
山
水
図
と
同
一
作
者
で
あ
ろ
う
」と
す
る
が
、ま
だ
伝
周

文
画
の
範
囲
か
ら
出
て
い
な
い
。

　

二
〇
四
号（
明
治
四
〇・一
九
〇
七
年
）は
、享
徳
四
年（
康
正
元・一四
五
五
年
）竺
雲
等

連
賛
の
伝
周
文
筆
山
水
図
、現
在
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
。作
品
解
説
が
短
文
の
た
め

省
略
す
る
。

三



　

二一
四
号（
明
治
四
一・一
九
〇
八
年
、滝
精
一
）は
、江
西
龍
派
、心
田
清
播
賛
の
伝
周
文

筆
山
水
図
。「
夏
珪
の
特
長
を
学
び
た
る
が
如
き
も
の
あ
り
」と
す
る
。

　

二一五
号（
明
治
四
一・一
九
〇
八
年
）は
、現
在
香
雪
美
術
館
蔵
の
岳
翁
蔵
丘
筆
瀟
湘
八

景
図
屏
風
。「
此
画
は
松
平
侯
の
山
水
屏
風
よ
り
も
又
其
他
多
く
の
類
似
な
る
山
水
屏

風
よ
り
も
寧
ろ
原
富
太
郎
氏
所
蔵
の
屏
風
に
酷
似
し
た
り
」と
し
、「
岳
翁
と
な
す
こ
と

尤
も
適
当
」と
す
る
。作
者
判
断
は
今
日
と一
致
す
る
。

　

二
五
二
号（
明
治
四
四・一
九
一一
年
）は
、周
文
筆
山
水
図
、現
在
の
江
山
之
隠
図
。作
品

解
説
は
短
文
の
た
め
省
略
す
る
。

　
〈
大
正
期
〉

　

二
八
七
号（
大
正
三・一
九
一
四
年
）は
、水
墨
、著
色
、井
上
侯
爵
蔵
と
あ
る
が
現
所
在

不
明
、岳
翁
風
の
作
品
で
あ
る
。作
品
解
説
は
特
に
記
述
が
無
い
。

　

二
九
八
号（
大
正
四・一
九
一五
年
）は
、伝
周
文
筆
万
里
橋
図
、現
在
静
嘉
堂
文
庫
美

術
館
蔵
。「
周
文
と
い
は
ん
よ
り
は
、寧
ろ
少
し
く
後
世
の
同
じ
流
派
の
画
家
」ま
た
は

「
雪
舟
前
派
に
属
す
る
一
作
品
」と
す
る
。ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
な
ら
ぬ
雪
舟
前
派
の
用
語
規

定
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

三
一三
号（
大
正
四・一
九
一五
年
）は
、越
前
家
山
水
図
屏
風
、伊
達
家
天
隠
龍
沢
賛
山

水
画
に
似
る
と
し
、「
宗
湛
に
帰
着
せ
し
め
ん
と
す
る
一
類
の
画
に
入
る
べ
き
も
の
」と
す

る
。現
段
階
で
は
本
文
の
内
容
把
握
が
難
し
い
。

　

三
三
一
号（
大
正
六・一
九
一
七
年
）は
、「
周
文
画
と
伝
ふ
る
山
水
画
の一
例
」、「
岳
翁
に

近
き
も
の
あ
り
」と
あ
る
よ
う
に
、確
か
に
岳
翁
風
、現
所
在
不
明
。

　
〈
昭
和
期
〉

　

四
六
一
号（
昭
和
四・一
九
二
九
年
）は
、周
文
派
山
水
図
、岳
翁
に
似
て
い
る
が
よ
り
穏

健
な
画
風
と
す
る
。

　

五
三
八
号（
昭
和
一〇・一
九
三
五
年
）は
、周
文
派
四
季
山
水
図
屏
風
、前
田
本
の
こ
と
。

「
周
文
よ
り
も
蛇
足
に
近
い
所
が
多
い
」と
す
る
が
、こ
の
蛇
足
な
る
人
物
が
ま
た
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、説
得
力
に
欠
け
る
。

　

五
四
七
号（
昭
和
一一・一
九
三
六
年
）は
、周
文
派
山
水
図
屏
風
、原
家
本
す
な
わ
ち
現

在
大
和
文
華
館
蔵
。「
何
故
に
周
文
派
の
画
は
他
派
の
画
と
異
っ
て
署
名
な
き
も
の
多

き
や
と
云
ふ
に
、そ
は
蓋
し
筆
者
が
禅
僧
で
あ
っ
て
画
を
専
門
と
せ
ざ
り
し
か
、或
は
又

禅
僧
で
な
く
て
も
修
禅
を
好
み
し
人
多
か
り
し
為
で
は
あ
る
ま
い
か
」ま
た「
図
の
結
構

稍
や
散
漫
の
嫌
な
き
に
あ
ら
ず
」と
言
う
。「
墨
気
の
秀
潤
」は
す
ば
ら
し
く
、松
平
家

本
屏
風
に
も
似
た
所
が
あ
る
と
す
る
。署
名
が
無
い
理
由
は
何
か
と
い
う
問
題
は
こ
の

説
明
よ
り
は
も
っ
と
複
雑
な
も
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

五
六
三
号（
昭
和
一二・一
九
三
七
年
）は
、周
文
派
山
水
図
、「
岳
翁
と
も
異
る
一
箇
の
画

風
」と
す
る
。

　

戦
前
の
全
体
を
振
り
返
る
と
、周
文
像
は
今
日
同
様
ま
こ
と
に
不
確
か
で
あ
る
一
方

で
、岳
翁
や
松
谿
の
存
在
は
早
く
か
ら
独
立
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。戦
後
は
そ
れ
ら
が

ま
す
ま
す
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
数
例
、戦
後
昭
和
期
の
も
の
を
挙
げ
て
お
く
。こ
れ
ら
の
後
に
、前
稿
で
検
討
し

た
研
究
史
の
論
文
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

七
三
八
号（
昭
和
二
八・一
九
五
三
年
、島
田
修
二
郎
）は
、伝
周
文
筆
山
水
図
、現
在
出

光
美
術
館
蔵
。室
町
山
水
画
の
画
面
構
成
に
つ
い
て
、「
遠
い
視
野
か
ら
み
た
闊
遠
法
式

の
山
水
画
が
ど
の
や
う
に
完
成
さ
れ
て
ゆ
き
、そ
れ
に
続
い
て
視
野
の
近
い
深
遠
法
式
の

山
水
画
が
い
か
に
生
ま
れ
育
っ
て
き
た
か
、（
中
略
）お
よ
そ
長
禄
か
ら
寛
正
に
わ
た
る
頃

に
、闊
遠
山
水
の
中
で
も
そ
れ
以
前
と
一
時
期
を
く
ぎ
る
一つ
の
発
展
が
進
行
し
た
こ
と

は
、文
清・松
谿
の
作
品
や
湖
山
小
景
図
な
ど
の
示
す
所
で
あ
る
」と
述
べ
る
。な
お
本
作

品
の
制
作
年
代
は
文
安
頃
か
、と
す
る
。文
安
年
間
は一四
四
四
〜
四
九
年
。

　

七
五
一
号（
昭
和
二
九・一
九
五
四
年
、田
中
一
松
）は
、伝
周
文
筆
四
季
山
水
図
屏
風
、東

京
国
立
博
物
館
蔵
。前
田
家
本
に
近
く
、「
文
明
を
下
限
と
す
る
十
五
世
紀
前
半
頃
」

と
す
る
。文
明
年
間
は一四
六
九
〜
八
六
年
。

　

八
一二
号（
昭
和
三
四・一
九
五
九
年
、楢
崎
宗
重
）は
、伝
周
文
筆
四
季
山
水
図
屏
風
、

太
山
寺
蔵
。本
作
品
に
つ
い
て
は
、特
に
内
容
に
ま
で
ふ
れ
ず
に
お
き
た
い
。

　

こ
こ
で
後
回
し
に
す
る
と
し
て
お
い
た
小
川
鶴
城・滝
精
一
両
氏
の
論
文
を
取
り
上
げ

る
こ
と
と
す
る
。こ
れ
ら
は
、奇
し
く
も
そ
れ
ぞ
れ
作
品
鑑
識
と
様
式
分
析
を
テ
ー
マ
と

し
て
お
り
、そ
の
意
味
か
ら
も
本
論
末
尾
の
シ
ャ
ピ
ロ
と
ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
の
文
章
は
参
考
と

な
ろ
う
。な
お
以
下
の
引
用
文
は
、漢
字
、仮
名
遣
い
、送
り
仮
名
な
ど
現
今
と
は
異
な

り
、読
み
や
す
く
は
な
い
が
、原
文
の
ま
ま
と
す
る
。

　

小
川
鶴
城「
周
文
画
の
鑑
識
に
就
て
」（
其
一
）一
七
七
号（
明
治
三
八・一
九
〇
五
年
）、
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（
其
二
）一
七
八
号（
同
）、（
其
三
）一
七
九
号（
同
）。

　

室
町
山
水
画
の
賛
者
の
主
な
る
も
の
と
し
て
、禅
僧
十
一
人
の
略
伝
を
掲
げ
た
後
、

「
諸
僧
の
賛
辞
あ
る
も
の
を
以
て
直
ち
に
周
文
の
画
な
り
と
す
る
は
、固
よ
り
誣
妄
」、

「
五
山
諸
僧
の
賛
あ
る
も
の
を
見
て
、直
ち
に
是
れ
周
文
の
画
な
り
と
断
せ
ん
と
す
」る

の
は「
軽
忽
の
甚
た
し
き
」、「
其
の
信
憑
す
べ
き
画
蹟
に
は
皆
な
印
無
く
、偶
々
印
あ
る

も
の
は
概
ね
後
人
の
捺
し
た
る
も
の
の
如
く
思
は
る
。」、「
吾
人
が
鑑
画
の
方
針
は
画
そ

の
も
の
の
解
決
を
以
て
先
き
と
な
し
、印
章
の
有
無
若
く
は
真
偽
の
如
き
之
を
第
二
著

の
事
と
な
す
。」と
、ま
こ
と
に
適
切
な
主
張
で
あ
る
。（
其
二
）で
は
、諸
文
献
を
引
用
し

て
周
文
の
広
範
囲
の
活
動
を
示
す
。ま
た
他
の
研
究
者
に
は
見
ら
れ
な
い
発
言
と
し
て
、

仏
画
の
巨
幅
を
二
十
余
年
前
に
見
た（
稿
者
註
：
明
治
十
年
代
の
こ
と
と
な
る
）と
言

い
、さ
ら
に「
近
時
某
子
爵
の
蔵
に
周
文
の
虚
空
蔵
菩
薩
像
を
見
た
」と
あ
る
。次
い
で
岳

翁
作
品
に
ふ
れ
て
、岳
翁
と
周
文
は
別
人
で
あ
る
と
す
る
。（
其
三
）で
は
、江
戸
時
代
の

諸
文
献
を
挙
げ
て
、周
文
と
秀
文
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
、二
人
説
に
賛
同
し
、大
徳
寺

真
珠
庵
方
丈
の
山
水
花
鳥
襖
絵
は「
蛇
足
父
子
等
数
人
の
筆
な
ら
ん
か
」と
す
る
。た

だ
し
秀
文
画
の
鑑
識
に
つ
い
て
は
、「
山
水
中
の
秀
逸
な
る
も
の
」を
彼
の
作
と
す
る
と
か

具
体
例
を
挙
げ
て
壮
年
の
作
と
す
る
と
か
、簡
略
な
想
定
段
階
の
発
言
に
終
わ
っ
て
い

る
。小
川
氏
の
論
は
、賛
や
印
章
の
基
本
的
問
題
、伝
周
文
画
の
中
の
仏
画
を
見
た
と
い

う
貴
重
な
発
言
な
ど
、大
変
意
義
深
い
。た
だ
し
そ
れ
ら
の
仏
画
は
そ
の
後
報
告
や
紹

介
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
記
録
的
な
価
値
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

滝
精
一「
周
文
画
説（
上
）」三
〇
四
号（
大
正
四・一
九
一五
年
）、「
同（
下
）」三
〇
五
号

（
同
）

　
（
上
）で
は
明
兆
、如
拙
は
開
拓
者
で
、周
文
を
大
成
者
と
し
、『
蔭
凉
軒
日
録
』ほ
か

同
時
代
の
記
録
を
い
く
つ
か
示
し
た
後
、以
下
の
作
品
を
取
り
上
げ
る
。カ
ッ
コ
内
は
筆

者
の
補
足
。竹
斎
読
書
図
、松
平
家
本
四
季
山
水
図
屏
風（
以
上
二
点
は
現
在
東
京
国

立
博
物
館
蔵
）、養
徳
院
方
丈
の
四
季
山
水
図
襖
絵
、国
華
一
四
五
号
山
水
図
、藤
田
男

爵
蔵（
現
在
藤
田
美
術
館
蔵
）秋
江
暮
景
図
、国
華
二
五
二
号
山
水
図
、国
華
二
八
七
号

山
水
図
、湖
山
小
景
図（
松
谿
天
遊
作
品
）、湛
碧
斎
図
、帰
郷
省
親
図
。さ
ら
に
新
出

作
品
と
し
て
岩
崎
家
蔵（
現
在
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）三
益
斎
図
、四
季
山
水
図
屏

風
、一
条
兼
良
賛
山
水
図
、万
里
橋
図
を
挙
げ
る
。（
下
）で
は
上
に
列
挙
し
た
検
討
対
象

作
品
を
三
種
に
分
類
し
、「
形
式
の
比
較
」を
試
み
る
。甲
は
岩
崎
家
の
四
季
山
水
図
屏

風
、三
益
斎
図
、乙
は
越
前
家
の
四
季
山
水
図
屏
風
、大
愚
ほ
か
十
二
僧
賛
山
水
図（
江

山
夕
陽
図
）、井
上
家
の
無
賛
山
水
図（
国
華
二
八
七
号
所
載
）、丙
は
竹
斎
読
書
図
、蜂

須
賀
家
の
山
水
図（
望
海
楼
図
）、岩
崎
家
の
龍
派
・
兼
良
賛
山
水
図（
蜀
山
図
）で
あ

る
。そ
し
て
そ
れ
ら
を
一
樹
法
、二
皴
法
、三
山
法
、四
楼
閣
法
、五
人
物
法
、に
分
け
て
観

察
し
、さ
ら
に
構
図
法
、布
置
法
、用
筆
法
、用
墨
法
の
観
点
か
ら
作
品
を
検
討
し
、「
全

体
と
し
て
見
て
而
か
も
そ
の
無
形
な
る
気
分
の
上
」か
ら
考
え
て
、「
甲
類
の
画
こ
そ
周

文
の
真
筆
」と
す
る
。特
に
三
益
斎
図
を
高
く
評
価
す
る
。ま
た
乙
類
の
作
品
と
岳
翁

作
品
は
別
と
し
、湖
山
小
景
図
は「
岳
翁
画
の
部
類
に
入
る
べ
き
も
の
」と
す
る
。そ
の

結
論
は
と
も
か
く
、戦
前
で
は
お
そ
ら
く
唯
一の
画
面
細
部
の
比
較
観
察
に
基
づ
く
様
式

分
析
で
、渡
辺
一
氏
論
文
で
も
注
目
し
て
お
り
、以
下
で
再
度
取
り
上
げ
た
い
。

　

滝
精
一の
も
う
一つ
の
論
文「
周
文
と
秀
文
」三
六
六
号（
大
正
九・一
九
二
〇
年
）は
、曽

我
周
文
、李
周
文
な
ど
名
前
の
表
記
か
ら
す
で
に
混
沌
と
し
て
お
り
、江
戸
時
代
の
多

く
の
画
史
画
論
書
を
引
用
し
て
検
討
す
る
が
、中
国
か
朝
鮮
か
、そ
の
国
籍
も
定
か
で
な

い
状
況
を
示
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、渡
辺
一
氏
論
文
を
取
り
上
げ
る
。目
立
つ
論
点
や
今
日
な
お
重
要
な
指
摘
と

思
わ
れ
る
点
を
中
心
に
述
べ
よ
う
。周
文
、宗
湛
、正
信
の
御
用
絵
師
的
性
格
の
検
討
、

画
法
伝
授
、伝
周
文
画
の一
覧
と
そ
の
概
要
、戦
前
の
研
究
史
と
論
点
、将
来
へ
の
方
向
性

等
に
つ
い
て
、綿
密
に
考
察
し
て
い
る
。ま
た
小
川
鶴
城
、滝
精
一
、福
井
利
吉
郎
、脇
本

十
九
郎
各
氏
の
論
に
つ
い
て
は
個
別
に
取
り
上
げ
て
い
る
。な
お
周
文
論
に
限
ら
な
い
が
、

渡
辺
氏
は一
貫
し
て『
本
朝
画
史
』で
は
な
く『
本
朝
画
伝
』を
使
用
し
て
い
る
。

　

以
下
長
文
で
は
あ
る
が
、考
察
の
実
際
を
見
る
上
で
も
重
要
な
の
で
そ
れ
ら
の
部
分

を
そ
の
ま
ま
掲
げ
た
い
。

　
「
唯
如
拙
も
亦
将
軍
の
寵
幸
を
得
て
ゐ
た
僧
だ
っ
た
と
す
れ
ば
そ
の
後
を
継
い
だ
周
文

が
恐
ら
く
そ
れ
と
何
等
か
の
関
係
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
事
は
想
像
さ
れ
易
く
、然
ら

ず
と
し
て
も
そ
の
属
す
る
寺
家
に
於
て
ま
た
こ
の
将
軍
家
と
の
関
係
に
於
て
如
拙
が
周

文
の
先
輩
で
あ
る
こ
と
は
到
底
否
み
得
な
い
が
、併
し
之
を
画
風
上
か
ら
す
る
と
き
如

拙
の
唯
一の
確
證
あ
る
作
品
た
る
瓢
鮎
図
が
今
日
考
へ
ら
れ
る
周
文
の
如
何
な
る
作
品

と
直
接
の
連
絡
を
持
つ
か
は
何
人
に
も
容
易
に
云
ひ
難
い
所
で
あ
ら
う
。こ
の
点
に
於
て

五



周
文
は
た
と
へ
如
拙
に
学
ん
だ
と
し
て
も
全
く
新
し
い
途
を
拓
い
た
人
と
な
る
。」

　

こ
の
後
半
部
分
に
関
連
し
て
、近
年
の
綿
田
稔
氏
に
よ
る
松
岡
美
術
館
蔵
竹
林
閑
居

図
に
つ
い
て
の
論
文
は
、こ
の
如
拙
か
ら
周
文
へ
の「
直
接
の
連
絡
を
持
つ
」作
品
と
い
う
観

点
か
ら
も
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　

渡
辺
氏
が「
伝
周
文
画
群
の
総
合
的
な
整
理
の
殆
ん
ど
唯
一の
例
」と
述
べ
る
滝
精
一

論
文
に
つ
い
て
は
詳
し
く
検
討
し
て
い
る
。

　
「
さ
て
滝
博
士
の
こ
の
八
点
を
三
種
に
分
た
れ
た
趣
旨
は
次
の
如
き
諸
点
か
ら
説
か

れ
て
ゐ
る
。先
づ
分
解
的
に
各
図
の
樹
法
、皴
法
、山
法
、楼
閣
法
、人
物
法
の
五
点
を
そ

れ
ぞ
れ
の
比
較
図
版
に
照
し
つ
つ
相
違
を
明
か
に
し
、次
い
で
各
図
の
構
成
法
、用
筆
及

び
用
墨
法
の
特
色
に
及
び
、最
後
に
之
等
を
合
す
る
全
体
的
な
画
致
の
比
較
に
至
る
の

で
あ
る
。そ
の
詳
細
は
固
よ
り
博
士
の
論
述
自
身
に
就
い
て
窺
ふ
の
外
は
な
い
が
、茲
に

大
要
を
摘
記
す
れ
ば
、分
解
的
な
方
面
で
は
、樹
法
甲
は
幹
枝
の
線
勁
く
し
て
簡
明
に
、

乙
は
な
だ
ら
か
に
し
て
葉
法
は
最
も
密
、丙
は
乙
に
更
に
幾
分
の
軟
か
味
を
加
へ
た
も
の

で
あ
り
、皴
法
は
甲
は
概
し
て
勁
直
に
し
て
所
謂
馬
氏
体
に
近
く
、乙
は
往
々
横
臥
す
る

筆
を
用
ひ
、又
時
に
交
錯
の
状
を
示
し
、丙
は
細
か
く
し
て
精
緻
で
あ
る
。山
法
は
甲
は

輪
郭
明
瞭
、三
角
形
に
聳
え
て
厚
味
少
く
、乙
は
円
味
を
帯
び
て
且
つ
中
復
に
膨
ら
み
を

持
つ
こ
と
が
多
い
。丙
は
形
は
寧
ろ
穏
当
で
、唯
淡
墨
の
塗
込
を
屢
す
る
の
が
注
意
さ
れ

る
。楼
閣
法
は
甲
は
直
尺
を
用
ひ
て
確
実
な
界
線
を
作
る
が
、乙
丙
は
寧
ろ
線
の
明
瞭

を
避
け
て
柔
味
を
求
め
て
居
り
、人
物
法
も
亦
甲
は
線
勁
く
乙
は
柔
く
且
つ
乙
の
も
の

は
概
し
て
丈
長
で
あ
る
。ま
た
構
図
法
に
つ
い
て
云
へ
ば
、甲
は
附
属
を
省
い
て
景
象
の
簡

遠
を
欲
す
る
の
に
対
し
、乙
は
図
面
の
富
饒
を
好
み
、丙
は
特
に
図
立
を
部
分
的
に
纏
め

ん
と
す
る
気
味
が
あ
る
。用
墨
は
甲
は
大
膽
に
焦
墨
を
用
ひ
て
画
面
に
強
烈
の
趣
を
生

じ
、乙
は
細
か
に
濃
淡
を
分
っ
て
潤
沢
の
致
が
あ
り
、丙
は
寧
ろ
墨
を
惜
ん
で
簡
淡
を
求

め
る
と
云
へ
る
。而
し
て
最
後
に
之
等
を
一
括
し
た
全
体
の
画
趣
か
ら
す
れ
ば
、甲
は
清

壮
雄
抜
、乙
は
柔
軟
優
麗
、丙
は
細
緻
蒼
老
と
評
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
。」

　

さ
ら
に
全
体
を
振
り
返
っ
て
方
法
論
的
な
問
題
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
の
み
な
ら
ず
元
来
か
く
の
如
き
大
凡
の
時
代
と
流
風
と
を
同
じ
く
す
る
多
く
の
作

品
か
ら
最
も
代
表
的
な
要
素
を
摘
出
し
て
全
体
に
妥
当
な
区
分
を
与
へ
る
仕
事
は
、そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
の
如
何
に
よ
っ
て
部
分
的
に
意
見
の
相
違
す
る
こ
と
は
固
よ
り
、全
体
の

結
構
に
も
恐
ら
く
幾
つ
か
の
形
式
が
予
想
さ
る
べ
き
で
あ
り
、殊
に
こ
の
時
代
の
作
品
の

様
式
に
対
す
る
批
判
は
一
段
と
精
密
を
加
へ
来
っ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
が
、併
し
そ
れ
に

も
拘
ら
ず
博
士
の
分
類
は
今
日
に
於
て
も
最
も
主
要
な
も
の
の
大
部
分
を
含
ん
で
ゐ
る

も
の
で
あ
り
、延
い
て
分
類
の一
形
式
と
し
て
多
大
の
価
値
を
持
っ
て
ゐ
る
と
見
る
べ
き
で

あ
ら
う
。」

　

な
お
滝
精
一は
三
度
ほ
ど
欧
米
各
国
へ
出
か
け
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、西
洋
美
術
史
の

方
法
論
に
つ
い
て
ど
こ
ま
で
意
識
し
て
い
た
か
は
、筆
者
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
以
降
、視
覚
言
語
、画
像
解
析
等
々
、様
々
な

分
野
の
活
動
が
よ
り
目
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。多
く
の
も
の
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、そ
れ

ら
は
良
く
言
え
ば
柔
軟
性
、流
動
性
を
備
え
、悪
く
言
え
ば
不
安
定
、不
確
か
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
か
。書
物
と
い
う
形
態
や
プ
リ
ン
ト
写
真
が
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、そ

れ
ら
の
性
格
に
微
妙
な
変
化
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。か
つ
て
美

術
史
研
究
で
は
定
石
で
あ
っ
た
細
部
拡
大
写
真
の
相
互
比
較
と
様
式
分
析
の
関
係
は
、

も
は
や
改
め
て
問
わ
れ
る
べ
き
問
題
で
は
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

福
井
利
吉
郎
氏
講
演「
日
本
水
墨
画
の
本
流
」（
昭
和
三・一
九
二
八
年
、於
恩
賜
京
都

博
物
館
）

　
「
そ
の一
途
は
云
は
ば
客
観
的
な
方
法
で
あ
っ
て
、広
く
周
文
風
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
範

囲
の
作
品
の
中
か
ら
最
も
確
実
な
も
の
を
選
び
来
り
、然
る
後
之
等
を
通
ず
る
中
心
的

な
特
色
を
摘
出
し
て
、さ
て
最
も
純
粋
な
形
で
之
を
具
体
化
し
て
ゐ
る
も
の
を
見
出
し

て
之
を
以
て
周
文
画
と
定
め
る
こ
と
で
あ
り
、他
の一
途
は
か
か
る
分
析
的
な
態
度
を
棄

て
て
、当
時
の
画
蹟
中
か
ら
如
拙
雪
舟
等
の
作
品
以
外
の
最
も
高
い
も
の
を
直
ち
に
選

び
出
し
て
之
を
彼
等
の
作
品
と
高
さ
に
於
て
比
較
す
る
方
法
、云
は
ば
主
観
的
な
方
法

で
あ
る
。而
も
こ
の
第
二
途
は
一
見
危
険
で
は
あ
る
が
周
文
の
如
く
に
そ
の
画
境
の
高
さ

が
既
に
比
類
の
な
い
事
に
疑
を
容
れ
な
い
画
家
の
場
合
に
は
寧
ろ
安
心
し
て
之
を
試
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
と
さ
れ
る
。」そ
し
て
、江
山
夕
陽
図
、越
前
家
お
よ
び
原
家
の

山
水
図
屏
風
、水
色
巒
光
図
、竹
斎
読
書
図
を
周
文
作
品
と
し
、そ
れ
ら
に
は「
清
潤
」

さ
が
見
ら
れ
る
と
す
る
。な
お
周
文
印
に
つ
い
て
は
全
く
否
定
し
て
い
る
。

　

脇
本
十
九
郎
氏
論
文
、「
日
本
水
墨
画
檀
に
及
ぼ
せ
る
朝
鮮
画
の
影
響
」美
術
研
究

二
八
号　
（
昭
和
九・一
九
三
四
年
）、「
室
町
時
代
の
絵
画
」岩
波
講
座
日
本
歴
史（
昭
和
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一
〇・一
九
三
五
年
）

　

脇
本
氏
は
、日
本
絵
画
史
と
朝
鮮
と
い
う
テ
ー
マ
で
先
駆
的
な
論
文
を
発
表
し
て
い

る
。こ
こ
で
李
朝
初
期
水
墨
画
の
隆
盛
と
周
文
の
活
動
に
つ
い
て
考
え
、周
文
の
最
有
力

候
補
作
品
と
し
て
竹
斎
読
書
図
と
水
色
巒
光
図
を
挙
げ
る
。そ
し
て「
闊
遠
の
景
を
長

条
幅
に
移
す
こ
と
は
少
く
も
馬
夏
の
体
で
は
な
く
て
寧
ろ
北
宋
山
水
画
の
遺
法
で
あ
る

が
、之
が
特
に
朝
鮮
を
通
じ
て
周
文
に
伝
へ
ら
れ
た
も
の
」と
す
る
。た
だ
し
そ
の
際
北

宋
山
水
画
の
ど
の
よ
う
な
様
式
を
受
け
入
れ
た
か
が
問
題
と
な
る
。

　

渡
辺
氏
は
、最
後
に
周
文
研
究
の
将
来
の
課
題
に
つ
い
て
、伝
周
文
画
の
様
式
上
の
分

類
作
業
の
継
続
、周
文
周
辺
画
家
の
研
究
、大
陸
半
島
の
絵
画
と
室
町
水
墨
画
の
関
係
、

そ
し
て
題
賛
の
文
献
的
方
面
の
研
究
を
挙
げ
る
。い
ず
れ
も
重
要
な
も
の
ば
か
り
で
、着

実
に
成
果
の
上
が
っ
た
部
分
も
あ
れ
ば
そ
う
で
な
い
部
分
も
あ
る
。こ
の
点
を
個
別
に
率

直
に
振
り
返
り
、今
後
に
臨
む
べ
き
だ
ろ
う
。

　

三　

近
年
の
研
究
状
況

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
前
稿
で
戦
後
ま
も
な
く
か
ら
近
年
ま
で
の
概
略
を
た
ど
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
山
水
図
屏
風
を
中
心
と
し
た
伝
周
文
作
品
に
つ
い
て
、各
氏
の
意
見
を
整
理
し

て
み
た
。こ
こ
で
は
ご
く
近
年
の
状
況
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

作
品
形
式
に
つ
い
て
は
、大
画
面
と
小
画
面
、屏
風
襖
絵
等
と
掛
幅
で
の
相
違
が
ど
の

よ
う
に
現
わ
れ
て
い
る
か
、特
に
同
一
作
家
に
よ
っ
て
両
者
が
制
作
さ
れ
た
場
合
、ど
の
よ

う
に
判
断
す
る
か
、と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　

画
題
に
つ
い
て
は
、瀟
湘
八
景
、四
季
山
水
、名
所
絵
等
、単
独
の
場
合
と
複
数
の
画
題

が
一つ
の
画
面
に
融
合
さ
れ
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
。戸
田
禎
佑
氏
は「
沈
括
の
い
う
宗
迪

の
瀟
湘
八
景
の
各
主
題
の
配
列
は
、北
宋
か
ら
南
宋
に
か
け
て
一つ
の
基
準
と
な
っ
て
い

た
」と
し
、「
四
季
絵
、月
次
絵
と
江
天
暮
雪
を
巻
末
に
配
す
る
中
国
の
瀟
湘
八
景
図
巻

の
構
成
の
干
渉
し
あ
う
地
点
」に
注
目
さ
れ
た
。ま
た
宮
崎
法
子
氏
に
よ
れ
ば
、瀟
湘
八

景
は
南
宋
末
に
盛
ん
に
描
か
れ
、元
代
文
人
画
家
に
は
好
ま
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。そ
れ

に
対
し
て
日
本
で
は
室
町
以
降
途
切
れ
る
こ
と
な
く
近
世
近
代
ま
で
描
か
れ
て
き
た
。

　

様
式
論（
作
者
論
）で
は
、特
に
大
画
面
の
伝
周
文
筆
山
水
図
屏
風
数
点
が
長
年
論

じ
ら
れ
て
き
た
。明
か
に
作
者
が
特
定
さ
れ
た
の
で
は
、岳
翁
が
最
も
目
立
っ
て
い
る
。掛

幅
で
は
、賛
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
依
然
と
し
て
、作
者
決
定
は
困
難
と
な
っ
て
い
る
。最

も
著
名
な
例
を
挙
げ
れ
ば
、望
海
楼
図（
サ
ン
リ
ツ
服
部
美
術
館
蔵
）と
竹
林
閑
居
図

（
松
岡
美
術
館
蔵
）は
同
年
の
作（
一四
三
五
年
）で
あ
り
、こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
周
文
作
と

考
え
る
な
ら
、そ
の
根
拠
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。同
一
作
家
の
様
式
論
と
い
わ
ゆ
る
筆

様
論
は
、必
ず
し
も
整
合
さ
れ
な
い
性
格
を
持
つ
。

　

周
文
の
後
継
者
で
は
、宗
湛
が
文
献
上
の
作
品
は
と
も
か
く
現
存
作
品
か
ら
決
定
で

き
る
も
の
が
無
い
。文
清
は
、数
点
と
は
い
え
、確
実
な
作
品
が
あ
り
、朝
鮮
絵
画
と
の
関

連
も
考
察
さ
れ
て
い
る
。岳
翁
は
、点
数
も
や
や
多
く
近
年
研
究
の
進
ん
だ
画
家
で
あ

る
。そ
れ
に
対
し
て
、松
谿
は
作
品
数
が
極
め
て
少
な
い
た
め
、研
究
の
進
展
が
望
め
な
い

状
況
で
あ
る
。ま
た
兵
部
墨
谿
は
、重
要
な
画
家
と
思
わ
れ
る
が
、伝
記
作
品
と
も
に
ほ

と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。

　

絵
画
を
取
り
巻
く
各
分
野
、す
な
わ
ち
日
本
史（
政
治
、経
済
、社
会
）、対
外
交
渉

史
、禅
宗
史
、漢
文
学（
五
山
文
学
、抄
物
の
研
究
）等
の
研
究
に
つ
い
て
は
、個
別
に
把
握

で
き
な
い
ほ
ど
多
彩
で
あ
る
。そ
の
中
で
は
、実
態
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、幕
府
の
状
況

悪
化
に
よ
る
東
山
御
物
の
取
り
崩
し
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
。対
外
交
渉
史
の
研
究

は
、現
在
進
展
の
著
し
い
分
野
で
あ
る
。日
明
と
日
鮮
の
関
係
の
微
妙
な
相
違
、応
仁・文

明
の
乱
の
前
後
で
の
状
況
の
相
違
、幕
府
と
商
人
と
禅
僧
の
関
係
等
、解
明
さ
れ
た
も
の

も
多
い
。た
だ
し
舶
載
の
文
物
、具
体
的
な
絵
画
作
品
な
ど
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
。禅
宗
史
で
は
、幕
府
以
外
の
対
外
交
流
と
禅
僧
の
関
係
、時
代
の
進
展
に
伴

う
五
山
系
と
非
五
山
系
の
動
向
、五
山
派
門
派
の
中
で
の
従
来
と
は
異
な
る
動
き
等
が

問
題
と
な
る
。特
に
対
外
交
渉
の
拠
点
で
あ
る
九
州
地
方
で
の
幻
住
派
の
研
究
が
な
さ

れ
て
い
る
。幻
住
派
に
つ
い
て
は
、早
く
玉
村
竹
二
氏
の
論
考
が
あ
る
が
、時
代
に
よ
り
ま

た
東
国
西
国
の
相
違
に
よ
り
、そ
の
活
動
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

漢
詩
漢
文
学
で
は
、一
例
と
し
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編『
日
本
史
の
森
を
ゆ
く
』

（
中
公
新
書
、二
〇
一四
年
）の
須
田
牧
子「
杭
州
へ
の
あ
こ
が
れ
、虚
構
の
詩
作
」と
川
本

慎
自「
中
世
の
赤
米
栽
培
と
杜
甫
の
漢
詩
」が
特
に
興
味
深
い
。前
者
で
は
、訪
れ
た
こ

と
の
な
い
場
所
の
詩
作
自
体
は
珍
し
く
は
な
い
が
、作
者
が
銭
塘
江
の
大
海
嘯
と
い
う
名

所
に
こ
だ
わ
っ
た
と
こ
ろ
が
面
白
い
。後
者
で
は
、江
西
龍
派
の一エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
も
、

七



ま
た
禅
僧
の
講
義
風
景
を
知
る
点
か
ら
も
貴
重
で
あ
る
。抄
物
研
究
は
美
術
史
の
考
察

に
も
今
後
必
須
の
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、鑑
識
、様
式
、方
法
論
な
ど
に
つ
い
て
別
項
目
で
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
た

が
、筆
者
の
能
力
不
足
と
余
裕
に
欠
け
る
た
め
、こ
こ
で
は
ほ
ん
の
少
し
ふ
れ
る
だ
け
に
と

ど
め
た
い
。

　

本
論
末
尾
に
、シ
ャ
ピ
ロ（
一
九
〇
四
〜
一
九
九
六
）と
ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ（
一
九
〇
九
〜

二
〇
〇
一
）の
文
章
を
掲
載
し
た
が
、そ
の
理
由
を
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。筆
者
は
、日

本
美
術
史
学
も
西
洋
美
術
史
学
に
学
ん
で
成
立
し
た
の
だ
か
ら
と
か
、日
本
美
術
史
は

西
洋
美
術
史
と
は
異
な
る
の
だ
か
ら
独
自
に
研
究
す
れ
ば
よ
い
と
か
、日
本
美
術
史
学

は
す
で
に
相
応
の
成
果
を
挙
げ
て
自
立
し
て
い
る
と
か
、様
式
と
か
は
把
握
し
て
い
る
と

か
、そ
の
他
い
ず
れ
も
考
え
て
い
な
い
。単
純
に
西
洋
か
ら
の
受
容
は
も
は
や
珍
し
く
も
な

い
し
、目
前
に
こ
う
し
た
翻
訳
書
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。そ
し
て

こ
の
場
合
辞
典
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、一
度
通
読
す

れ
ば
済
む
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。折
に
ふ
れ
て
、必
要
に
応
じ
て
時
々
読
み
直
す
べ
き
も

の
と
考
え
る
。

　

辞
典
の
こ
と
が
出
た
つ
い
で
に
、二
例
挙
げ
る
。『
新
潮
世
界
美
術
辞
典
』（
一
九
八
五

年
）に
は
、「
様
式
」の
ほ
か「
様
式
批
判stilkritik, stilanalyse

」が
項
目
と
し
て
あ

る
。後
者
は「
比
較
に
よ
る
作
品
の
特
性
記
述
」と
説
明
さ
れ
る
。『
西
洋
美
術
用
語
辞

典
』（
二
〇
〇
五
年
）に
は
、「
帰
属attribute

」の
項
目
が
あ
り
、「（
上
略
）こ
の
英
語
に

対
し
て
し
ば
し
ば
日
本
語
の「
伝
〜
」を
訳
語
と
し
て
当
て
る
が
、「
帰
属
」が
現
時
点
で

の
研
究
に
拠
る
作
者
の
同
定
を
意
味
す
る
の
に
対
し
て
、「
伝
」は
過
去
に
誰
に
帰
属
さ

れ
て
き
た
か
と
い
う
歴
史
的
評
価
を
意
味
す
る
も
の
で
同
意
で
は
な
い
。」と
あ
る
。「
評

価
」と
い
う
の
が
少
し
気
に
な
る
が
、参
考
に
な
る
。

　

須
藤
弘
敏
氏
の『
法
華
経
写
経
と
そ
の
荘
厳
』（
二
〇
一五
年
）は
、当
該
分
野
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、室
町
時
代
の
水
墨
画
研
究
に
と
っ
て
も
大
変
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

「
類
型
化
」「
転
写
」「
縦
長
と
横
長
」「
対
角
線
的
構
図
」「
作
品
寸
法
」「
様
式
分
析
の

危
険
」な
ど
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
部
分
が
、特
に
そ
う
で
あ
る
。

　

最
後
に
、ご
く
最
近
刊
行
さ
れ
た
二
つ
の
文
献
を
挙
げ
よ
う
。

　
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史　

第
８
巻
中
世
３
』（
二
〇
一四
年
）所
収
の
小
川
剛
生・高
岸

輝「
室
町
時
代
の
文
化
」の
中
で
、高
岸
氏
は「
多
様
な
中
国
画
か
ら
エッ
セ
ン
ス
を
抽
出

し
て
典
型
的
な
規
範
を
作
り
だ
し
た
」と
い
う
周
文
画
に
つ
い
て
の
海
老
根
聰
郎
氏
の
文

を
引
用
さ
れ
て
い
る
。海
老
根
氏
の
原
文「
十
五
世
紀
の
山
水
画
」に
よ
れ
ば
、周
文
の
水

墨
画
は「
中
国
画
を
も
と
に
し
な
が
ら
も
、ど
の
中
国
画
に
も
似
て
い
な
い
独
特
の
も
の
」

で
、「
安
定
し
た
ス
タ
イ
ル
の
抽
出
に
画
家
の
創
意
を
み
る
」と
あ
る
。中
国
と
日
本
の
相

違
、周
文
様
式
が
長
く
継
承
さ
れ
た
理
由
ほ
か
、周
文
に
関
す
る
傾
聴
す
べ
き
批
評
で

あ
ろ
う
。

　

も
う
一つ
は
、「
研
究
発
表
と
座
談
会　

禅
宗
に
お
け
る「
人
」と「
美
術
」を
中
心
と

し
た
東
ア
ジ
ア
と
日
本
と
の
交
流
」（
京
都
国
立
博
物
館
、二
〇
一
六
年
）で
あ
る
。福
島

恒
徳「
中
国
絵
画
と
日
本
禅
林
の
絵
画
」で
は
、禅
林
絵
画
の
歴
史
的
変
遷
と
研
究
課

題
の
展
望
が
な
さ
れ
、山
川
暁「
南
北
朝
時
代
の
袈
裟
観
」で
は
、東
山
御
物
を
先
取
り

す
る
か
の
よ
う
に
モ
ノ
が
神
格
化
さ
れ
伝
承
さ
れ
て
ゆ
く
経
緯
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。橋

本
雄「
請
来
大
蔵
経
と
室
町
幕
府・京
都
五
山
―
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
へ
の
蔵
経
移
転

の
実
態
を
さ
ぐ
る
ー
」で
は
、特
に「
足
利
義
教
が
対
朝
鮮
外
交
に
消
極
的
で
あ
っ
た
と
い

う
先
学
の
指
摘
は
示
唆
的
」と
い
う
点
や「
蔵
経
の
権
威
に
も
と
づ
く
宗
教
的
求
心
性

を
も
と
に
、自
身
の
政
治
的
正
当
性
を
担
保
し
よ
う
と
す
る
企
図
」が
見
ら
れ
る
と
す

る
と
こ
ろ
、ま
た
貿
易
交
易
で
の「
互
酬
関
係
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
」の
実
態
を
考
察

す
る
部
分
が
興
味
深
い
。

　　

お
わ
り
に

　

以
上
、周
文
系
山
水
画
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、研
究
史
や
基
本
的
事
項
の
確
認
な

ど
、お
お
よ
そ
の
整
理
と
展
望
を
図
っ
て
み
た
。筆
者
自
身
の
予
測
通
り
、ま
こ
と
に
さ
さ

や
か
な
作
業
で
し
か
な
い
が
、特
に
本
稿
の
後
半
部
分
は
散
漫
で
尻
切
れ
ト
ン
ボ
に
な
っ

て
い
る
。拙
論
の
冒
頭
に
書
い
た
よ
う
に
、時
代
を
代
表
す
る
二
人
の
画
家
の
作
品
が
一
点

も
無
い（
最
近
厳
密
に
は
そ
う
で
な
い
と
も
言
え
る
が
）状
況
で
、ど
の
よ
う
に
作
品
群
に

向
か
っ
た
ら
よ
い
の
か
、こ
れ
は
方
法
論
な
ど
と
い
う
以
前
に
、個
々
の
関
連
項
目
を
順
次

じ
っ
く
り
と
考
え
る
以
外
に
な
い
で
あ
ろ
う
。明
治
初
期
か
ら
渡
辺
氏
論
文
ま
で
約

八
十
年
、そ
こ
か
ら
現
在
ま
で
約
七
十
年
、そ
の
年
月
を
思
え
ば
課
題
の
重
さ
が
わ
か
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る
。こ
の
雑
駁
な
整
理
の
後
に
、今
後
具
体
的
な
作
品
論
が
可
能
か
否
か
、あ
れ
こ
れ
の

局
面
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

﹇
付
記
﹈

　

前
稿
で
は
ほ
ぼ
作
品
論
を
中
心
に
、本
稿
で
は
作
品
を
取
り
巻
く
歴
史
的
要
因
に
つ
い
て
重
点
的
に
考
え

て
み
た
が
、系
譜
や
研
究
史
は
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
。参
考
文
献
も
両
方
を
一
本
化
し
た
方
が
よ
い
だ
ろ

う
が
、別
個
の
論
考
な
の
で
、こ
の
ま
ま
と
し
て
お
き
た
い
。（2016.9.28

）

﹇
参
考
文
献
﹈

　

本
稿
で
も
前
稿
同
様
に
美
術
史
関
係
と
そ
れ
以
外
に
分
け
、前
者
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
著
書
論
文
と
史

料
辞
典
類
に
分
け
、そ
れ
ぞ
れ
発
表
順
に
掲
載
す
る
。本
来
、周
文
と
そ
の
画
系
の
研
究
史
に
つ
い
て
の
関
係

論
文
を
網
羅
す
べ
き
で
あ
る
が
、と
り
あ
え
ず
そ
の一
部
を
掲
載
し
た
い
。ま
た
こ
こ
で
も
原
則
と
し
て
本
文

中
に
示
し
た
も
の
は
省
略
す
る
。な
お
論
述
の
都
合
で
前
稿
と
重
複
す
る
も
の
も
若
干
挙
げ
て
い
る
。あ
わ

せ
て
前
稿
参
考
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〈
美
術
史
〉

・ 

渡
辺
一『
東
山
水
墨
画
の
研
究
』座
右
宝
刊
行
会　
一
九
四
八
年（
増
補
版　

中
央
公
論
美
術
出
版　

一
九
八
五
年
）

・ 

島
田
修
二
郎「
宗
湛
の
歿
年
に
つ
い
て
の一
仮
説
」国
華
六
八
四
号　
一
九
四
九
年

・ 

戸
田
禎
佑「
瀟
湘
八
景
と
水
墨
山
水
図
屏
風
」『
日
本
屏
風
絵
集
成
』第
二
巻
所
収　

講
談
社　

一
九
七
八
年

・ 

島
尾
新「
十
五
世
紀
に
お
け
る
中
国
絵
画
趣
味
」M

U
SEU

M

四
六
三
号　
一
九
八
九
年

・ 

海
老
根
聰
郎「
十
五
世
紀
の
山
水
画
」『
日
本
水
墨
画
名
品
図
譜
』第
二
巻
所
収　

毎
日
新
聞
社　

一
九
九
二
年

・ 

辻
惟
雄『
戦
国
時
代
狩
野
派
の
研
究
』吉
川
弘
文
館　
一
九
九
四
年

・ 

武
田
恒
夫『
狩
野
派
絵
画
史
』吉
川
弘
文
館　
一
九
九
五
年

・ 

島
尾
新「「
破
墨
山
水
図
」の
画
と
詩
」天
開
図
画
三
号　

二
〇
〇
〇
年

・ 

宮
崎
法
子『
花
鳥・山
水
画
を
読
み
解
く
』角
川
書
店　

二
〇
〇
三
年

・ 

太
田
孝
彦「
瀟
湘
八
景
図
と
西
湖
図
」文
化
学
年
報
五
四
号　

二
〇
〇
五
年

・ 

相
澤
正
彦「「
破
墨
山
水
図
」と
宗
淵
」美
術
研
究
三
九
一
号　

二
〇
〇
七
年

・ 

朝
鮮
王
朝
の
絵
画
と
日
本
展
カ
タ
ロ
グ（
宇
都
宮・静
岡・仙
台・岡
山
巡
回
）二
〇
〇
八
〜
九
年

・ 

綿
田
稔「
自
牧
宗
湛
」（
上
）（
中
）（
下
）美
術
研
究
三
九
三・三
九
四・三
九
五
号　

二
〇
〇
八
年

・ 

同『
漢
画
師
：
雪
舟
の
仕
事
』ブ
リ
ュッ
ケ　

二
〇
一三
年

・ 

須
藤
弘
敏『
法
華
経
写
経
と
そ
の
荘
厳
』中
央
公
論
美
術
出
版　

二
〇
一五
年

・ 

山
田
烈「
周
文
系
山
水
画
論
の
視
点
」東
北
芸
術
工
科
大
学
紀
要
二
三
号　

二
〇
一五
年

・ 

赤
澤
英
二
編『
朝
鮮
王
朝
実
録
抄
：
中
世
美
術
史
料
』中
央
公
論
美
術
出
版　

二
〇
一六
年

・ 「
研
究
発
表
と
座
談
会　

禅
宗
に
お
け
る「
人
」と「
美
術
」を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
と
日
本
と
の
交
流
」

（
公
益
財
団
法
人
仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
研
究
報
告
書
第
四
十
二
冊
）京
都
国
立
博
物
館　

二
〇
一六
年

〈
史
料・辞
典
類
〉

・ 

坂
崎
坦『
日
本
絵
画
論
大
系
』Ⅰ
〜
Ⅴ
巻　

名
著
普
及
会　
一
九
八
〇
年

・ 『
禅
林
画
賛
：
中
世
水
墨
画
を
読
む
』毎
日
新
聞
社　
一
九
八
七
年

・ 

源
豊
宗『
日
本
美
術
史
年
表
』星
野
書
店　
一
九
四
〇
年（
改
訂
版　

座
右
宝
刊
行
会　
一
九
七
二
、

一
九
七
八
年
、ア
ル
ヒ
ー
フ　

二
〇
〇
三
年
）

・ 『
新
潮
世
界
美
術
辞
典
』新
潮
社　
一
九
八
五
年

・ 『
原
色
図
典
日
本
美
術
史
年
表
』集
英
社　
一
九
八
六
年（
改
訂
版
一
九
九
九
年
）

・ 

シ
ャ
ピ
ロ・ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ『
様
式
』（
細
井
雄
介・板
倉
壽
郎
訳
）中
央
公
論
美
術
出
版　
一
九
九
七
年

・ 

益
田
朋
幸・喜
多
崎
親『
岩
波
西
洋
美
術
用
語
辞
典
』岩
波
書
店　

二
〇
〇
五
年

　
〈
歴
史・禅
宗
史
ほ
か
〉

・ 

今
谷
明『
戦
国
期
の
室
町
幕
府
』角
川
書
店　
一
九
七
五
年（
講
談
社　

二
〇
〇
六
年
）

・ 

横
井
清『
東
山
文
化
』教
育
社　
一
九
七
九
年（
平
凡
社　
一
九
九
四
年
）

・ 

同『
看
聞
御
記
―「
王
者
」と「
衆
庶
」の
は
ざ
ま
に
て
』そ
し
え
て　
一
九
七
九
年（『
室
町
時
代
の一
皇
族

の
生
涯
』講
談
社　

二
〇
〇
二
年
）

・ 

今
谷
明『
室
町
幕
府
解
体
過
程
の
研
究
』岩
波
書
店　
一
九
八
五
年

・ 

同『
室
町
王
権
：
足
利
義
満
の
王
権
簒
奪
計
画
』中
央
公
論
社　
一
九
九
〇
年

・ 

西
尾
賢
隆『
中
世
の
日
中
交
流
と
禅
宗
』吉
川
弘
文
館　
一
九
九
六
年

・ 
今
泉
淑
夫『
一
休
和
尚
年
譜
』１・２　

平
凡
社　
一
九
九
八
年

・ 
原
田
正
俊『
日
本
中
世
の
禅
宗
と
社
会
』吉
川
弘
文
館　
一
九
九
八
年

・ 

桜
井
英
治『
日
本
の
歴
史
1
2　

室
町
人
の
精
神
』講
談
社　

二
〇
〇
一
年

・ 

伊
藤
幸
司『
中
世
日
本
の
外
交
と
禅
宗
』吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
二
年

・ 

今
谷
明『
籤
引
き
将
軍
足
利
義
教
』講
談
社　

二
〇
〇
三
年

・ 

橋
本
雄『
中
世
日
本
の
国
際
関
係
―
東
ア
ジ
ア
通
交
権
と
偽
使
問
題
―
』吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
五
年

・ 

伊
藤
幸
司「
中
世
後
期
の
臨
済
宗
幻
住
派
と
対
外
交
流
」（『
講
座
日
本
歴
史
一一
室
町
の
社
会
』東
京
堂

出
版　

所
収
）二
〇
〇
六
年

九



・ 
橋
本
雄「
室
町・戦
国
期
の
将
軍
権
力
と
外
交
権
」（
同
右　

所
収
）

・ 

伊
藤
喜
良『
足
利
義
持
』吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
八
年

・ 

榎
本
渉『
僧
侶
と
海
商
た
ち
の
東
シ
ナ
海
』講
談
社　

二
〇
一
〇
年

・ 

笑
雲
瑞
訢『
笑
雲
入
明
記
』平
凡
社　

二
〇
一
〇
年

・ 

西
尾
賢
隆『
中
世
禅
宗
の
墨
蹟
と
日
中
交
流
』吉
川
弘
文
館　

二
〇
一一
年

・ 

桜
井
英
治『
贈
与
の
歴
史
学
』中
央
公
論
新
社　

二
〇
一一
年

・ 

森
茂
暁『
室
町
幕
府
崩
壊
：
将
軍
義
教
の
野
望
と
挫
折
』角
川
学
芸
出
版　

二
〇
一一
年

・ 

小
川
剛
生『
足
利
義
満
』中
央
公
論
新
社　

二
〇
一二
年

・ 

橋
本
雄『
日
本
国
王
と
勘
合
貿
易
』Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版　

二
〇
一三
年

・ 

村
井
章
介『
中
世
史
料
と
の
対
話
』吉
川
弘
文
館　

二
〇
一四
年

・ 

橋
本
雄「
東
ア
ジ
ア
世
界
の
変
動
と
日
本
」（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史　

第
８
巻
中
世
３
』所
収
）岩
波
書

店　

二
〇
一四
年

・ 

末
柄
豊「
応
仁・文
明
の
乱
」（
同
右　

所
収
）

・ 

川
本
慎
自「
室
町
幕
府
と
仏
教
」（
同
右　

所
収
）

・ 

小
川
剛
生・高
岸
輝「
室
町
時
代
の
文
化
」（
同
右　

所
収
）

・ 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編『
日
本
史
の
森
を
ゆ
く
』中
央
公
論
新
社　

二
〇
一四
年

・ 『
日
明
関
係
史
研
究
入
門
』勉
誠
出
版　

二
〇
一五
年

﹇
史
料
お
よ
び
補
足
引
用
﹈

○
室
町
幕
府
将
軍
在
職
期
間（
義
満
か
ら
義
尚
ま
で
）

義
満　
一三
六
八・一二・三
〇
〜
一三
九
四・一二・一
七

義
持　
一三
九
四・一二・一
七
〜
一四
二
三・三・一八

義
量　
一四
二
三・三・一八
〜
一四
二
五・二・二
七

義
教　
一四
二
九・三・一五
〜
一四
四
一・六・二
四

義
勝　
一四
四
二・一一・七
〜
一四
四
三・七・二一

義
政　
一四
四
九・四・二
九
〜
一四
七
三・一二・一
九

義
尚　
一四
七
三・一二・一
九
〜
一四
八
九・三・二
六

義
稙　
一四
九
〇・七・五
〜
一四
九
三・六・二
九

　
　
　
一五
〇
八・七・一〜
一五
二一・一二・二
五

義
澄　
一四
九
四・一二・二
七
〜
一五
〇
八・四・一六

○
画
法
伝
授
と
系
譜
意
識

・ 

狩
野
一
渓『
丹
青
若
木
集
』

周
文
都
官

 （
上
略
）応
永
二
十
一
年
正
月
十
有
八
日
、自
如
説
授
画
譜
君
台
観
左
右
帳
記
尤
画
家
為
秘
本
矣

雪
舟
楊
知
賓

 （
上
略
）長
禄
二
年﹇
後
花
園
院
御
宇
﹈三
月
十
五
日
、南
泉
寺
於
描
真
院
自
周
文
舟
被
授
画
書
君
台
観
、

　

引
用
者
註
：『
画
工
便
覧
』も
同
文
、『
扶
桑
名
公
画
譜
』は
十
有
八
日
↓
八
日
、描
真
院
↓
描
真
寺
と

す
る
。

・ 

狩
野
永
納『
本
朝
画
史
』巻
三　

中
世
名
品

雪
舟

 （
上
略
）然
雪
舟
不
矜
其
能
、又
有
謙
譲
之
情
、公
方
家
金
殿
画
図
薦
狩
野
氏
而
譲
之
、以
此
可
観
矣
、

小
栗
宗
丹

 （
上
略
）狩
野
祐
勢
初
宗
丹
、学
画
孜
々
、而
後
使
祐
勢
為
周
文
之
弟
子
、狩
野
之
技
芸
起
於
此
、

・ 

同
巻
四　

専
門
家
族

狩
野
正
信

画
法
師
周
文
、又
師
小
栗
宗
丹
、而
能
得
其
趣
、人
物
倣
宋
梁
楷
、始
公
方
家
造
金
殿
、令
宗
丹
画
之
、未

竟
而
死
矣
、当
斯
時
、雪
舟
入
明
未
帰
朝
、故
無
能
継
其
功
、舟
之
帰
自
明
也
、宿
泉
州
堺
津
、其
家
有
花

鳥
屏
風
、舟
視
之
曰
、美
哉
、似
吾
友
小
栗
宗
丹
、又
有
自
然
而
至
者
、是
為
誰
、主
人
曰
、先
有
公
方
臣
狩

野
大
炊
助
者
、自
謂
学
画
於
宗
丹
、是
其
人
之
所
画
也
、舟
帰
京
、公
方
家
命
曰
、宗
丹
画
殿
之
功
未
終
而

死
矣
、子
須
成
之
、舟
対
曰
、幸
有
狩
野
氏
之
子
、在
近
臣
中
、善
画
、況
金
殿
之
画
不
宜
於
僧
、公
曰
、未

知
也
、乃
使
之
継
画
、然
後
知
正
信
之
能
画
、其
筆
法
適
意
而
無
定
法
、独
超
各
式
、（
下
略
）

・ 『
昌
運
筆
記
』

 

「（
上
略
）画
学
は
周
文
を
師
と
し
又
小
栗
宗
丹
を
師
と
し
て
能
く
其
の
趣
を
得
た
り
は
し
め
て
公
方
銀

閣
の
絵
を
周
文
に
か
か
し
む
い
ま
た
お
は
ら
す
し
て
死
せ
り
雪
舟
帰
朝
し
て
周
防
雲
谷
寺
に
住
す
是
を
召

し
て
画
か
し
め
ん
と
す
雪
舟
泉
州
堺
の
津
に
着
船
す
其
宿
の
床
に
富
士
の
絵
あ
り
亭
主
に
と
ふ
京
師
狩
野

正
信
の
画
と
答
ふ
雪
舟
聞
て
京
師
に
是
程
の
上
手
あ
り
我
ゆ
く
に
不
及
と
て
堺
よ
り
帰
船
す
亭
主
此
事

を
言
上
す
夫
よ
り
正
信
を
召
し
て
雪
舟
申
す
こ
と
あ
り
汝
周
文
か
跡
を
画
続
く
へ
し
と
そ
仰
付
辞
退
す

る
に
不
及
是
を
書
次
今
慈
照
院
の
銀
閣
の
方
丈
の
山
水
周
文
祐
清
の
両
筆
存
せ
り（
下
略
）」

引
用
者
註
：『
扶
桑
名
画
伝
』に『
画
事
備
考
』を
引
用
し
た
ほ
ぼ
同
文
が
あ
る
と
、渡
辺
一
氏
の「
狩
野
正

信
」論
に
あ
る
。

○
シ
ャ
ピ
ロ・ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ『
様
式
』（
中
央
公
論
美
術
出
版　
一
九
九
七
年
）

　

本
書
の
引
用
に
あ
た
り
少
し
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。い
ず
れ
も
辞
典
の
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、

「
様
式
」の
項
目
で
は
シ
ャ
ピ
ロ
が
一
九
五
三
年
、ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
は一
九
六
八
年
の
も
の
で
あ
る
。ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
は

│東北芸術工科大学紀要│ No.24 2017
　
一
〇



さ
ら
に「
芸
術
学
」の
項
目
で一
九
五
二
年
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
を
収
録
。訳
者
細
井
雄
介
氏
に
よ
る
充
実
し

た
内
容
の「
あ
と
が
き
」を
参
照
さ
れ
た
い
。ち
な
み
に
近
年
の一
例
と
し
て
、Oxford H

istory of A
rt

の

T
he A

rt of A
rt H

istory :A
 C

ritical A
nthology, O

xford U
niversity Press 1998

のC
hapter3  

Style

で
も
ヴ
ェル
フ
リ
ン
ら
と
と
も
に
、シ
ャ
ピ
ロ
と
ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
の
テ
キ
ス
ト
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に

蛇
足
だ
が
、本
書
に
はC

hapter 1 A
rt as H

istory 

にM
ichael B

axandall(1933

〜2008)

の

Patterns of Intention 
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
の
社
会
史
』（
平
凡
社
、一
九
八
九
年
）が

大
変
綿
密
な
翻
訳
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、す
で
に
没
後
八
年
、そ
れ
以
外
の
多
く
の
著
作
が
ま
だ
日
本
語

で
は
読
め
な
い
状
態
は
残
念
で
あ
る
。

　

以
下
の
各
段
落
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
を
列
挙
し
て
お
き
た
い
。シ
ャ
ピ
ロ
は「
様
式
記
述
と
芸
術
の
三
位
相
」、

「
様
式
分
析
」、「
作
品
の
部
分
と
全
体
」、「
様
式
観
」、ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
は「
鑑
定
」、「
直
覚
」、「
様
々
の
仮
定

を
支
え
る
根
拠
」、「
疑
問
と
検
証
可
能
性
」、以
上
で
あ
る
。

﹇
シ
ャ
ピ
ロ
﹈

　
「
様
式
分
析
に
は
確
立
し
た
体
系
が
な
く
、自
身
の
観
点
や
問
題
に
任
せ
て
論
者
は
あ
れ
こ
れ
の
側
面
を

強
調
し
よ
う
と
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、一
般
に
様
式
記
述
が
言
及
す
る
の
は
芸
術
の
三
位
相
で
あ
る
ー
す

な
わ
ち
形
式
要
素
な
い
し
意
匠（
モ
テ
ィ
ー
フ
）と
、形
式
関
係
と
、（「
表
出
」と
呼
ん
で
よ
い
全
般
的
品
質
を

含
む
）品
質
と
で
あ
る
。

　

こ
の
様
式
観
は
独
善
的
な
も
の
で
な
く
、研
究
の
体
験
か
ら
生
じ
て
い
る
。（
中
略
）技
法
や
主
題
や
材
料

は
一
群
の
作
品
を
記
述
す
る
特
性
と
な
る
だ
ろ
う
し
、と
き
に
は
作
品
群
の
定
義
に
含
ま
れ
も
し
よ
う
が
、

し
か
し
こ
れ
ら
三
者
の
特
徴
は
、一
時
代
の
美
術
に
と
っ
て
、形
式
や
品
質
の
特
徴
ほ
ど
に
は
特
有
と
言
え
な

い
こ
と
の
方
が
多
い
。基
本
的
な
形
式
に
は
ほ
と
ん
ど
変
化
も
な
い
の
に
、材
料
や
技
法
や
主
題
が
決
定
的
に

変
化
す
る
例
は
た
や
す
く
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
。ま
た
材
料
や
技
法
や
主
題
が
一
定
不
変
の
と
こ
ろ
で
は
、こ

れ
ら
が
新
た
な
芸
術
目
的
に
応
え
て
く
れ
な
い
こ
と
も
よ
く
見
ら
れ
る
。」（
八
頁
）

　
「
様
式
分
析
が
洗
練
の
度
を
加
え
た
の
は
、一
部
は
、わ
ず
か
な
差
異
ま
で
も
分
離
し
て
精
確
に
記
述
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
に
よ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。例
と
し
て
は
、同
一
文
化
内
に
お
け
る
地
域
的
偏

差
、発
展
の
各
年
ご
と
の
歴
史
的
過
程
、個
々
の
芸
術
家
の
成
長
、巨
匠
の
作
と
弟
子
の
作
の
識
別
、原
作
と

模
作
の
識
別
な
ど
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て
、年
代
決
定
や
帰
属
決
定
の
基
準
は
し
ば
し
ば
物
理

的
な
い
し
外
在
的
な
基
準（
さ
さ
や
か
な
兆
候
的
細
部
の
問
題
）で
あ
る
が
、し
か
し
こ
こ
で
も
探
究
の
全
般

的
傾
向
は
、構
造
に
つ
い
て
も
表
出
的
―
観
相
学
的
特
質
に
つ
い
て
も
語
れ
る
用
語
で
定
式
化
で
き
る
特
徴

を
見
出
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。多
く
の
研
究
者
の
仮
定
に
よ
れ
ば
、表
出
は
個
々
の
形
式
や
色
彩
に
依
存

し
、形
姿
や
色
彩
に
少
し
で
も
変
化
が
あ
れ
ば
修
正
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
か
ら
、表
出
を
語
る
言
葉
は

す
べ
て
、形
式
お
よ
び
品
質
を
語
る
言
葉
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。し
た
が
っ
て
形
式
は（
主
題
と
は

独
立
に
）特
定
の
感
興
を
伝
え
る
手
段
と
み
な
し
て
よ
い
。だ
が
こ
の
ば
あ
い
の
関
係
は
必
ず
し
も
全
面
的

に
明
白
で
は
な
い
。総
じ
て
様
式
の
研
究
は
、形
式
と
表
出
と
の
あ
い
だ
に
、従
来
よ
り
一
段
と
鞏
固
な
相
関

関
係
を
打
ち
立
て
よ
う
と
努
め
て
い
る
の
で
あ
る
。」（
一一
頁
）

　
「
相
異
な
る
様
式
の
作
品
か
ら
部
分
を
取
り
出
し
て
部
分
同
士
を
並
べ
て
み
る
実
験
が
、ど
の
程
度
こ
の

見
方
を
是
認
す
る
か
、私
は
知
ら
な
い
。右
の
ご
と
き
観
察
の
幾
つ
か
で
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
構
造
の
極
微
の

次
元
で
あ
っ
て
、こ
の
よ
う
な
次
元
で
は
部
分
の
相
似
性
と
言
っ
て
も
、指
摘
で
き
る
の
は
一
様
式
や
一
技
法
の

等
質
性
ぐ
ら
い
に
す
ぎ
ず
、美
的
意
味
に
お
け
る
社
会
的
統
一
体
に
ま
で
は
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。個
人
を

表
わ
す
と
は
い
え
、筆
圧
と
か
律
動
と
か
一
筆
の
大
き
さ
な
ど
を
定
数
と
し
て
記
述
し
た
画
家
の
筆
致
は
、

画
面
で
筆
致
以
上
の
大
形
式
が
も
つ
諸
他
の
独
自
の
性
格
に
、は
っ
き
り
と
は
繫
が
ら
な
い
。作
品
内
の
幾
つ

か
の
大
き
な
部
分
が
、そ
れ
ぞ
れ
構
想
を
別
に
し
て
仕
上
げ
ら
れ
な
が
ら
、全
体
の
調
和
を
壊
し
て
い
な
い

様
式
は
存
在
す
る
。」（
一六
頁
）

　
「
置
か
れ
て
い
る
脈
絡
が
別
々
で
あ
れ
ば
相
異
な
る
様
式
の
も
の
と
さ
れ
る
幾
つ
か
の
部
分
を
、単
一の
作

品
が
も
つ
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
、同
じ
短
期
間
内
に
ひ
と
り
の
個
人
が
二
つ
と
み
な
さ
れ
る
様
式
で
作
品
を

つ
く
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。（
中
略
）芸
術
家
は
、作
風
の
幾
つ
か
は一
定
で
あ
る
に
せ
よ
、制
作
の
す
べ
て
に
お
い
て

つ
ね
に
均
等
で
あ
り
は
し
な
い
。（
中
略
）と
に
か
く
、様
式
と
は
視
覚
的
に
単
一
化
さ
れ
た
定
数
で
あ
る
と
す

る
様
式
観
が
様
式
の
安
定
性
と
い
う
特
定
の
規
範
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、全
体
が
ま
す
ま
す
複

雑
と
な
る
に
つ
れ
て
、こ
の
様
式
観
の
視
線
が
大
形
式
か
ら
小
形
式
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。」

（
一
九
頁
）

﹇
ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
﹈

　
「
特
定
の
作
家
あ
る
い
は
時
代
の
作
と
さ
れ
る
絵
画
や
音
楽
や
散
文
と
対
面
し
て
、鑑
定
家
も
ま
た
自
信

満
々
、こ
の
色
は
よ
く
な
い
、こ
の
音
は
よ
い
、な
ど
と
言
う
。こ
の
よ
う
な
断
言
の
権
威
を
疑
う
理
由
は
な
い

が
、た
だ
し
こ
こ
に
誤
り
が
な
い
と
思
う
の
も
無
謀
で
あ
ろ
う
。デ
ィ
ド
ロ
の
名
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
随
想（
エ

セ
ー
）が
文
体
上
の
理
由
か
ら
偽
作
と
し
て
真
作（
キ
ャ
ノ
ン
）版
に
は
省
か
れ
た
が
、の
ち
に
真
筆
原
稿
が
発

見
さ
れ
て
戻
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
、と
い
う
事
態
も
生
じ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
独
立
自
存
の
証
拠
の
明
る

み
に
出
て
く
る
頻
度
が
さ
ら
に
高
ま
れ
ば
、あ
る
い
は
鑑
定
家
の
名
声
に
傷
が
つ
く
か
も
し
れ
な
い
が
、そ
れ

で
も
な
お
必
ず
や
鑑
定
家
は
目
ざ
ま
し
い
勝
率
を
挙
げ
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。と
に
か
く
当
面
の
と
こ
ろ

で
は
、作
品
の
根
柢
に
横
た
わ
る
形
状（G

estalten

）の
直
覚
的
感
得
の
方
が
、す
な
わ
ち
鑑
定
家
を
つ
く
る

直
覚
的
感
得
の
方
が
、数
量
的
に
枚
挙
で
き
る
特
徴
を
頼
り
と
す
る
形
態
論
的
様
式
分
析
よ
り
も
、な
お

は
る
か
に
先
方
を
走
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。」（
九
三
頁
）

　
「
方
法
論
の
問
題
と
し
て
今
日
な
お
強
調
し
て
お
き
た
い
が
、あ
る
作
品
を
巨
匠
の
真
作
と
認
め
る
か
認

め
な
い
か
の
試
み
こ
そ
は
、い
か
な
る
試
み
に
せ
よ
、人
間
の
恒
常
性
や
変
化
性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と

い
う
、も
は
や
科
学
的
公
式
に
は
納
め
き
れ
な
い
全
般
的
な
も
の
の
見
方
と
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。（
中

略
）あ
れ
こ
れ
と
述
べ
た
が
、こ
れ
は
決
し
て
懐
疑
に
徹
す
る
の
が
よ
い
と
す
る
か
ら
で
は
な
く
、た
だ
真
作

性
認
定
の
さ
い
の
諸
々
の
仮
定
を
支
え
て
い
る
根
拠
を
は
っ
き
り
と
自
覚
し
て
お
き
た
い
が
た
め
で
あ
る
。そ

し
て
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、フ
リ
ー
ト
レ
ン
ダ
ー（M

ax Jacob Friedländer, 1867

―1958: D
er 

K
unstkenner, 1923

）ほ
ど
に
秀
で
た
鑑
定
家
が
力
説
し
て
、一
枚
の
絵
に
画
家
そ
の
人
を
認
め
る
本
当
の

働
き
は
直
覚
の
過
程
で
あ
り
、親
し
い「
顔
貌
」を
再
認
す
る
働
き
で
あ
っ
て
、こ
の
再
認
と
は
、他
人
に
説
明

　
一
一



で
き
る
規
則
に
よ
る
の
で
な
く
例
え
ば
電
話
の
声
の
ば
あ
い
の
よ
う
に
、お
の
ず
と
行
わ
れ
る
再
認
な
の
だ
、

と
語
る
理
由
も
納
得
で
き
る
。「
作
品
の
親
し
ら
べ（A

ttributzlerei

）」と
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
は
揶
揄
し
た
が
、こ

れ
は
確
か
に「
精
密
科
学（exacte W

issenschaft

）」で
は
な
い
の
で
あ
る
。（
一
〇
五
〜
六
頁
）

　
「
方
法
論
を
考
え
る
芸
術
学
の
使
命
と
は
、一
体
い
か
な
る
疑
問
が
決
定
的
な
疑
問
で
あ
る
の
か
を
明
白

に
示
す
こ
と
に
あ
ろ
う
し
、そ
し
て
ま
た
、解
答
成
果
の
責
任
を
重
ん
じ
る
研
究
者
に
と
っ
て
は
、一
体
い
か
な

る
検
証
可
能
性
が
、い
つ
で
も
自
由
に
使
え
る
の
か
を
明
白
に
示
す
こ
と
に
あ
ろ
う
。」（
一二
六
頁
）　

〈
関
連
略
年
表
〉
→
は
着
賛
者
の
没
年
に
よ
る
作
品
成
立
年
の
下
限
を
示
す

西　
　
　

暦　

年　
　

次　
　

事　
　
　
　
　
　
　
　

項

一
四
〇
四　
　

応
永
一
一　
　

勘
合
貿
易
開
始

一
四
〇
八　
　

応
永
一
五　
　

足
利
義
満
没
（
一
三
五
八
〜
）

一
四
一
九　
　

応
永
二
六　
　

明
と
の
国
交
を
断
つ

一
四
二
三　
　

応
永
三
〇　
　

足
利
義
持
出
家
、
周
文
渡
鮮
（
一
四
二
三
〜
四
）

一
四
二
八　
　

応
永
三
五　
　

足
利
義
持
没
（
一
三
八
六
〜
）

一
四
二
九　
　

永
享
元　
　
　

義
円
（
義
宣
）、
義
教
と
改
名

一
四
三
三　
　

永
享
五　
　
　

勘
合
貿
易
再
開

一
四
三
四　
　

永
享
六　
　
　

翺
之
慧
鳳
入
明
（
一
四
三
四
〜
六
）

一
四
三
五　
　

永
享
七　
　
　

伝
周
文
筆
望
海
楼
図
（
惟
肖
得
巌
賛
）、
竹
林
閑
居
図
（
竹
庵
大
縁
賛
）

一
四
三
六　
　

永
享
八　
　
　

 

足
利
義
教
、
室
町
殿
泉
殿
に
名
所
絵
障
子
絵
を
描
か
せ
る
、
能
阿
弥
が

色
紙
形
を
貼
る
、
禅
僧
十
二
人
賛

一
四
三
六　
　

永
享
八　
　
　

伏
見
宮
邸
に
瀟
湘
八
景
が
描
か
れ
る

一
四
三
七　
　

永
享
九　
　
　

江
山
夕
陽
図
（
こ
の
頃
か
）

一
四
四
一　
　

永
享
一
三　
　

嘉
吉
の
乱
、
足
利
義
教
没
（
一
三
九
四
〜
）

一
四
四
五　
　

文
安
二　
　
　

伝
周
文
筆
水
色
巒
光
図
（
江
西
龍
派
ほ
か
賛
）

一
四
四
六　
　

文
安
三　
　

→
伝
周
文
筆
竹
斎
読
書
図
（
竺
雲
等
連
序
、
江
西
龍
派
ほ
か
賛
）

一
四
四
六　
　

文
安
三　
　

→
蜀
山
図
（
江
西
龍
派
・
一
条
兼
良
賛
）

一
四
五
〇　
　

宝
徳
二　
　
　

山
水
図
（
南
江
宗
沅
賛
）

一
四
五
一　
　

宝
徳
三　
　
　

遣
明
船
（
〜
一
四
五
四
）

一
四
五
四　
　

享
徳
三　
　
　

渡
江
芦
雁
図
（
南
江
宗
沅
賛
）

一
四
五
五　
　

康
正
元　
　
　

山
水
図
（
竺
雲
等
連
賛
）

一
四
五
五　
　

康
正
元　
　
　

山
水
図
（
南
江
宗
沅
賛
）

備　
　
　
　
　

考

サ
ン
リ
ツ
服
部
美
術
館
蔵
、
松
岡
美
術
館
蔵

惟
肖
得
巌
没

奈
良
国
立
博
物
館
蔵

東
京
国
立
博
物
館
蔵

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
、
江
西
龍
派
没

藤
田
美
術
館
蔵

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
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一
四
五
七　
　

長
禄
元　
　
　

月
夜
山
水
図
（
希
世
霊
彦
賛
）

一
四
五
八　
　

長
禄
二　
　
　

烏
丸
殿
障
子
絵
の
瀟
湘
八
景
図
に
瑞
渓
周
鳳
ら
賛

一
四
五
九　
　

長
禄
三　
　
　

 

足
利
義
政
、
泉
殿
障
子
絵
に
名
所
絵
を
描
か
せ
る
、
瑞
渓
周
鳳
ら
賛

一
四
五
九　
　

長
禄
三　
　
　

宗
湛
筆
江
山
図

一
四
五
九　
　

長
禄
三　
　
　

雨
江
独
釣
図
（
南
江
宗
沅
賛
、
一
四
五
〇
年
代
末
か
）

一
四
六
〇　
　

寛
正
元　
　
　

伝
宗
湛
筆
江
山
小
景
図
（
翺
之
慧
鳳
賛
）

一
四
六
〇　
　

寛
正
元　
　

→
山
水
図
（
瑞
巌
龍
惺
賛
）　

一
四
六
二　
　

寛
正
三　
　
　

幕
府
、
宗
湛
に
高
倉
御
所
の
障
子
絵
を
描
か
せ
る

一
四
六
二　
　

寛
正
三　
　
　

宗
湛
、
松
泉
軒
に
瀟
湘
八
景
を
描
く

一
四
六
三　
　

寛
正
四　
　
　

宗
湛
、
泉
の
西
殿
障
子
絵
を
描
く
、
霊
彩
渡
鮮
（
白
衣
観
音
像
献
上
）

一
四
六
三　
　

寛
正
四　
　

→
文
清
筆
山
水
図
（
瑞
渓
周
鳳
、
一
条
兼
良
賛
）

一
四
六
五　
　

寛
正
六　
　
　

 

義
政
、
東
山
に
山
荘
の
地
を
定
め
る
、
遣
明
船
（
〜
一
四
六
九
、十
年

一
貢
制
適
用
開
始
）

一
四
六
六　
　

寛
正
七　
　

→
松
梢
古
寺
図
（
一
休
宗
純
賛
、
一
四
六
〇
〜
六
六
頃
）

一
四
六
七　
　

応
仁
元　
　
　

 

応
仁
・
文
明
の
乱
（
〜
一
四
七
七
）、
雪
舟
入
明
（
一
四
六
九
帰
朝
）、

万
里
橋
図
（
九
淵
龍
賝
賛
）

一
四
六
八　
　

応
仁
二　
　
　

能
阿
弥
筆
瀟
湘
八
景
図
を
遣
明
使
が
持
参
し
入
明

一
四
六
九　
　

文
明
元　
　
　

能
阿
弥
筆
花
鳥
図
屏
風

一
四
六
九　
　

文
明
元　
　

→
松
谿
天
遊
筆
湖
山
小
景
図
（
翺
之
慧
鳳
賛
）

一
四
六
九　
　

文
明
元　
　

→
山
水
図
（
竺
雲
等
連
賛
、
一
四
六
〇
年
代
）

一
四
七
一　
　

文
明
三　
　

→
伝
周
文
筆
山
水
図
（
竺
雲
等
連
賛
）、
能
阿
弥
没

一
四
七
二　
　

文
明
四　
　
　

哦
松
図
（
瑞
渓
周
鳳
賛
）

一
四
七
三　
　

文
明
五　
　
　

識
盧
庵
図
（
瑞
渓
周
鳳
、
横
川
景
三
賛
）

一
四
七
六　
　

文
明
八　
　
　

一
枝
希
維
筆
山
水
図
巻
、
遣
明
船
（
〜
一
四
七
八
）

一
四
七
六　
　

文
明
八　
　
　

狩
野
正
信
筆
観
瀑
図
（
横
川
景
三
賛
、
こ
の
頃
か
）

一
四
八
〇　
　

文
明
一
二　
　

芸
阿
弥
筆
観
瀑
図
（
横
川
景
三
ほ
か
賛
）

一
四
八
一　
　

文
明
一
三　
　

 

宗
湛
没
、
大
内
政
弘
、
足
利
義
政
に
唐
絵
十
組
三
十
二
幅
進
上
、
義
政

は
そ
の
中
か
ら
馬
遠
・
閻
次
平
三
幅
対
受
領

一
四
八
二　
　

文
明
一
四　
　

岳
翁
蔵
丘
筆
山
水
図
（
横
川
景
三
賛
）

一
四
八
三　
　

文
明
一
五　
　

 

義
政
東
山
山
荘
へ
移
る
、
狩
野
正
信
、
東
山
殿
常
御
所
障
子
絵
を
描
く
、

遣
明
船
（
〜
一
四
八
六
）

一
四
八
五　
　

文
明
一
七　
　

正
信
、
西
指
院
書
院
障
子
絵
を
描
く
、
芸
阿
弥
没
（
一
四
三
一
〜
）

一
四
八
六　
　

文
明
一
八　
　

雪
舟
筆
四
季
山
水
図
巻
（
山
水
長
巻
）

一
四
八
八　
　

長
享
二　
　
　

月
船
宗
継
、
還
俗
す
る

慈
照
寺
蔵

出
光
美
術
館
蔵
、
瑞
巌
龍
惺
没

東
沼
周
曮
没

南
江
宗
沅
没

一
四
五
九
〜
六
三
年
頃
の
作

笑
雲
瑞
訢
『
笑
雲
入
明
記
』
こ
の
頃
成
立

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵

出
光
美
術
館
蔵

京
都
国
立
博
物
館
蔵
、
翺
之
慧
鳳
な
お
生
存
（
没
年
不
明
）

東
京
国
立
博
物
館
蔵

東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
申
叔
舟
『
海
東
諸
国
記
』

文
化
庁

永
源
寺
蔵
、
瑞
渓
周
鳳
没

京
都
国
立
博
物
館
蔵

長
林
寺
蔵

根
津
美
術
館
蔵

一
条
兼
良
没
、
一
休
宗
純
没
、
兵
部
墨
谿
な
お
生
存
か

畠
山
記
念
館
蔵

毛
利
博
物
館
蔵

希
世
霊
彦
没

　
一
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一
四
八
九　
　

長
享
三　
　
　

 

足
利
義
尚
、
近
江
陣
中
で
没
（
一
四
六
五
〜
）、
芸
阿
弥
筆
瀟
湘
八
景

団
扇
画
貼
交
屏
風
、
西
園
寺
実
遠
邸
に
展
観

一
四
九
〇　
　

延
徳
二　
　
　

義
政
没
（
一
四
三
六
〜
）、
宗
継
筆
旧
養
徳
院
方
丈
襖
絵

一
四
九
〇　
　

延
徳
二　
　
　

相
阿
弥
筆
四
季
山
水
障
子
絵

一
四
九
〇　
　

延
徳
二　
　

→
岳
翁
蔵
丘
筆
山
水
図
（
了
庵
桂
悟
、
子
通
周
量
賛
）

一
四
九
一　
　

延
徳
三　
　
　

伝
蛇
足
筆
花
鳥
山
水
図
襖
絵

一
四
九
一　
　

延
徳
三　
　
　

宗
継
、
松
泉
軒
の
障
壁
画
を
描
く

一
四
九
一　
　

延
徳
三　
　

→
相
阿
弥
筆
盧
山
観
瀑
図
（
彦
龍
周
興
賛
）

一
四
九
三　
　

明
応
二　
　
　

明
応
の
政
変
、
山
水
図
（
天
隠
龍
沢
賛
）、
遣
明
船
（
〜
一
四
九
八
？
）

一
四
九
五　
　

明
応
四　
　
　

雪
舟
筆
破
墨
山
水
図
（
自
賛
ほ
か
六
僧
賛
）

一
四
九
六　
　

明
応
五　
　
　

秋
月
等
観
筆
西
湖
図

一
五
〇
〇　
　

明
応
九　
　

→
伝
岳
翁
蔵
丘
筆
山
水
図
（
天
隠
龍
沢
賛
）

一
五
〇
六　
　

永
正
三　
　
　

遣
明
船
（
〜
一
五
一
三
、
船
に
よ
り
北
京
南
京
の
別
）

一
五
一
〇　
　

永
正
七　
　
　

遣
明
船

一
五
一
三　
　

永
正
一
〇　
　

相
阿
弥
筆
山
水
図
襖
絵

一
五
二
〇　
　

永
正
一
七　
　

遣
明
船
（
〜
一
五
二
三
）

一
五
二
三　
　

大
永
三　
　
　

遣
明
船
（
〜
一
五
二
四
）、
寧
波
の
乱

一
五
二
五　
　

大
永
五　
　
　

相
阿
弥
没
（
？
〜
）、
土
佐
光
信
没
？

一
五
三
〇　
　

享
禄
三　
　
　

狩
野
正
信
没
（
一
四
三
四
〜
）

一
五
三
八　
　

天
文
七　
　
　

僊
可
筆
雪
嶺
斎
図

一
五
三
九　
　

天
文
八　
　
　

遣
明
船
（
〜
一
五
四
一
）

一
五
四
四　
　

天
文
一
三　
　

遣
明
船
（
〜
一
五
四
一
、
寧
波
、
入
貢
拒
否
）

一
五
四
七　
　

天
文
一
六　
　

遣
明
船
（
〜
一
五
五
〇
）

一
五
五
七　
　

弘
治
三　
　
　

遣
明
船
（
〜
一
五
五
七
、
舟
山
、
通
交
拒
否
）

一
五
九
二
頃　

文
禄
一　
　
　
『
等
伯
画
説
』

一
六
一
〇　
　

慶
長
一
五　
　

長
谷
川
等
伯
没
（
一
五
三
九
〜
）

一
六
二
三　
　

元
和
九　
　
　

狩
野
一
渓
『
後
素
集
』

一
六
四
七
頃　

正
保
四　
　
　

狩
野
一
渓
『
丹
青
若
木
集
』

一
六
四
九　
　

慶
安
二　
　
　

狩
野
信
政
（
素
川
）『
素
川
図
絵
宝
鑑
』

一
六
六
二　
　

寛
文
二　
　
　

狩
野
一
渓
没
（
一
五
九
九
〜
）

一
六
七
二　
　

寛
文
一
二　
　
『
弁
玉
集
』
刊

一
六
七
六
頃　

延
宝
四　
　
　

狩
野
永
納
『
本
朝
画
伝
』（
山
雪
初
稿
）

一
六
九
〇　
　

元
禄
三　
　
　

土
佐
光
起
『
本
朝
画
法
大
伝
』

一
六
九
一　
　

元
禄
四　
　
　

土
佐
光
起
没
（
一
六
一
七
〜
）、
狩
野
永
納
『
本
朝
画
伝
』

桃
源
瑞
仙
没

京
都
国
立
博
物
館
蔵

正
木
美
術
館
蔵

大
徳
寺
真
珠
庵
蔵

出
光
美
術
館
蔵
、
彦
龍
周
興
没

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
、
横
川
景
三
没

東
京
国
立
博
物
館
蔵

石
川
県
立
美
術
館
蔵

東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
天
隠
龍
沢
没
、
同
賛
作
者
不
詳
ボ
ス
ト
ン
本
も
あ
り

大
仙
院
蔵
（
こ
の
年
上
棟
）

五
島
美
術
館
蔵

策
彦
周
良
『
初
渡
集
』

策
彦
周
良
『
再
渡
集
』

（
跋
文
）

『
新
潮
美
術
辞
典
』
で
は
一
六
四
八
〜
五
五
頃

（
奥
書
）

（
奥
書
）
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一
六
九
三　
　

元
禄
六　
　
　

狩
野
永
納
『
本
朝
画
伝
』
を
改
め
『
本
朝
画
史
』
刊

一
六
九
七　
　

元
禄
一
〇　
　

狩
野
永
納
没
（
一
六
三
一
〜
）

一
七
〇
〇　
　

元
禄
一
三　
　

浅
井
不
旧
『
扶
桑
名
公
画
譜
』

﹇
付
記
﹈

　

本
年
表
は
、
紀
要
前
号
掲
載
略
年
表
が
十
五
世
紀
に
限
定
し
た
作
品
中
心
の
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、
そ
こ
か
ら
わ
ず
か
な
項
目
を
削
除
し
て
、
新
た
に
事
項
と
十
六
世
紀
以
降
の
画
史
画
論
書
関
連

を
追
加
し
た
。
も
と
よ
り
こ
れ
も
暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
一
五


